
第 5 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 3 年 2 月 1 5 日 ひく) 1 4 時 0 0 分~ 1 6 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局

事務局です。 本 田ま、 ご多忙の中お集ま り 頂き ま して 、 誠にあ り が と う ございます。

会議を開始いた します前に、 資料の確認を させて頂き たいと思います。 まず、 一番上に

ある のが 、 本 日 の出欠一覧です。 続いてク リ ップどめ している資料ですが、 一番上が次第

と本体資料にな り ます。 続いて資料 1 と して 、 原因分析報告書 【要約版】 の概要 (一覧)

と い う A 3 物の資料を配付 しています。 続いて資料 2 と して 、 テーマに沿っ た分析におい

て必要な情報 と い う 、 A 3 1 枚物の資料を配付 しています。 本 日 配付 している資料は以上

ですが、 落丁等ございませんか。

それでは、 定刻 と な り ま したので、 只今か ら 、 第 5 回再発防止委員会を開催させて頂き

ます。

本 日 、 藤森委員におかれま しては、 ご欠席を連絡を頂いています。 また 、 隈本委員は少

し遅れて到着 される と い う ご連絡を頂いています。 ま た本 日 、 厚生労働省のほ う か ら 、 1

名オブザーバー と して ご参加頂いています。 なお、 申 しわけございませんが、 写真撮影は

こ こ まで と させて頂き ますので、 よ ろ し く お願い します。

それでは、 進行を池ノ 上委員長にお願い します。 池ノ 上委員長、 よ ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長

今 日 は、 先生方、 お忙 しい と こ ろお集ま り 頂き ま してあ り が と う ございます。 一応 4 時

までの予定で、 再発防止委員会を開催させて頂き ます。 ど う ぞよ ろ し く お願い します。

それでは、 早速議事に入 らせて頂き ます。 本 日 の議事は、 次第に挙げてお り ます通 り で

す。 まず最初は、 第 4 回再発防止委員会の主な意見について、 事務局か ら説明をお願い し

ます。

0後技監

それでは、 本 日 の資料本体を開いて頂いて、 1 ページ 目 をお願い します。 こ の 1 ページ

でご説明を させて頂き ます。 1 ) の第 4 回再発防止委員会の主な意見についてです。 2 つ

に分けています。 まず ( 1 ) テーマに沿っ た分析についての ご意見です。 1 つ 目 の○です

が、 分析対象 と なる事例の数は多 く ないため 、 共通 している問題や、 一般的に よ く 行われ、

気を付ける必要がある診療行為等を 、 まずテーマ と して取 り 上げたほ う が よい と い う ご意

見です。 それから 、 次の○で、 オキシ ト シン投与、 人工破膜、 メ ト ロ イ リ ンテル挿入、 吸

引分娩等、 人工的な処置を実施する と き には、 それによ る効果が何かを考える必要がある

と い う こ と で、 医療介入に関するテーマを取 り 上げては ど う か と い う ご意見です。 次の○



が 、 診療録の記載が不十分な事例は早副こ取 り 上げては ど う か と い う ご意見です。 そ して

その次が、 様々 な切 り 口 で産科医療の質の向上に役立つ情報を提示 してい く べき と い う ご

意見がございま した。

それか ら 、 ( 2 ) その他ですが 、 1 つ 目 が 、 分析機関等から 自 発的に十分な情報を提供 し

て も ら う こ と が重要である と い う ご意見です。 そ して次 と 、 その も う 一つ次の○ですが、

議論はマスキング版を使っ てでき る のではないか。 情報が限定されていては適切な分析が

でき ない。 多 く の情報を集め、 臨場感を持っ て議論すべきではないかと い う ご意見があ り

ま した。

次の 4 つ 目 の0ですが、 オ リ ジナル版を使って議論を行 う べき ではないか。 それから 、

その次の○で、 机上にはオ リ ジナル版を置いてほ しい。 個人情報の問題があれば、 マスキ

ング版を使っ て よ いので、 公開で議論 したい と い う ご意見があっ て、 その次の○ですが、

一方で、 公開する こ と で、 当事者の心情を慨する恐れがある 。 自 由闇達な議論を行 う ため、

また事例について非公開で審議 している原因分析委員会同様、 非公開で行 う べき ではない

か と い う ご意見も あ り ま した。

それから 、 次の○で、 原因分析委員会では、 事例の状況がわから ない状態で議論を行 う

ため非公開ですが、 再発防止委員会はある程度議論する 内容がわかっているため、 公開 、

非公開の個別判断ができ る のではないか。 一方、 原因分析委員会は非公開に対 して、 再発

防止委員会はケースによ っ て公開で行 う と な る と 、 分娩機関の協力や理解が得 られないの

ではないか と い う ご意見も あ り ま した。 そ して最後に次の○ですが、 これまで 3 回の委員

会において、 公開 、 非公開について議論 して 、 概ねその議論も尽 く された と い う こ と で、

委員会の公開 、 非公開の判断を委員長に一任 して よいのではないか と い う ご意見があ り ま

した。

その他次の○で、 テーマに沿った分析を早 く 進めてい く べき 。 それか ら 、 最後の0で、

脳性麻痺の発症を防ぐため 、 報告書を どこ で どのよ う に活用するかまで議論すべきではな

いか と い う ご意見があ り ま した。 以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。 只今テーマに沿っ た分析について、 これまでご議論頂いた点

を、 事務局のほ う か ら説明 して頂き ま した。 只今の説明について、 何かご質問、 あ るいは

ご意見はあ り ますか。 これまで何回か議論 して頂いた点です。 よ ろ しいですか。

それでは、 続いて、 2 ) の ｢テーマに沿った分析｣ についてです。 これも事務局のほ う

- 2 -



か ら説明をお願い します。

0事務局 (原)

それでは、 本体資料の 2 ページにな り ます。 2 ) ｢テーマに沿った分析｣ について 、 ( 1 )

｢テーマに沿った分析｣ の候補です。 テーマについては、 前回の委員会において、 候補を

選定頂き ま した。 選定頂き ま したテーマは、 1 つ 目 が新生児蘇生に関する も の。 2 つ 目 が 、

胎児心拍数モニタ リ ングに関する も の。 3 つ 目 が、 人工的な処置の前後の対応に関する も

の と して 、 分娩誘発 ･ 促進の際に薬剤を使用 した事例。 メ ト ロ イ リ ーゼ法を行っ た事例。

人工五期莫を行った事例と なっています。 本 日 は こ の う ち 、 蘇生 と モニタ リ ングの 2 つのテ

ーマについて、 後ほ どご議論を頂 く 予定になっ ています。

続いて 、 ( 2 ) ｢テーマに沿った分析｣ において必要な情報です。 前回の委員会では、 1

1 事例の要約版を も と に 、 テーマの候補を選定頂き ま した。 併せて、 テーマ分析に当たっ

て 、 要約版では不足する情報、 詳細な情報が必要な部分について、 ご意見を頂戴 しま した。

そ してその後、 最終的に平成 2 2 年の原因分析報告書の公表件数は 1 5 件で確定 しま した

ので、 追加の 4 件についても 、 先般ご意見をお伺い しま した。

まず、 資料 1 ですが、 A 3 の横の 1 1 ぺ-ジの資料です。 こ ち ら は要約版を一覧に した

も のです。 前回の委員会資料では、 1 1 件、 9 ページまでで したけれども 、 今回 4 件を追

加 しま して 、 1 5 件の一覧になっています。 こ ち ら は参考資料です。

そ して 、 続いて資料 2 です。 A 3 の縦の資料です。 こ ち らが先生方から頂き ま したご意

見を一覧に したものです。 こ の表の赤枠の中は、 前回の委員会の資料と全 く 同 じです。 赤

枠の下の 1 2 番か ら 1 5 番まで、 こ の 4 つが今回新たに ご意見をお伺い して追加 した部分

です。 多数のご意見を頂き ま してあ り が と う ございま した。 ご意見 と しては、 主に事例の

詳細な経過ですと か、 診療体制な どが必要な情報である と して 、 ご意見を頂いています。

そ して 、 表の右側にな り ますが、 先生方が必要と されている情報が、 原因分析報告書のオ

リ ジナルにあるかど う か と い う こ と を示 しています。 こ こ に○がついているか と 思います

が、 必要な情報の大部分は、 オ リ ジナルの報告書に記載を されています。 以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。 資料 2 にご覧頂けますよ う に 、 各委員の先生方に、 こ のテー

マに沿った分析において必要な項 目 を 、 それぞれお 目通 し頂いて挙げて頂き ま した。 大変

お忙 しい中に作業 して頂き ま して 、 あ り が と う ございます。

こ こ で示 されてお り ますよ う に 、 こ う いったテーマに沿っ た分析を細か く 、 さ ら に深 く



掘 り 下げて 、 自 由 関連にご議論を頂 く と い う こ と で、 こ の詳細な情報を先生方が必要 と さ

れている と い う こ と が よ く お分か り 頂ける と思います。 今回、 こ のテーマに沿っ た分析を

して頂 く ために、 テーマ と しては、 先ほ ど事務局から も ち ょ っ と 説明があ り ま したが 、 大

き く 分けて新生児蘇生に関するテーマ と 、 それか ら 、 分娩中の胎児心拍数のモニタ リ ング、

C T G に関するテーマ、 それから 、 も う 一つは、 医療介入 ･ 処置に関する も のの 3 つに大

き く テーマを絞 り たい と 思います。

こ の中で、 今 3 番団こ挙げた医療介入が行われたも のの中で、 分娩誘発 ･ 促進の際の薬

剤の使用 、 あ るいはその時の患者さんの監視 ･ 観察 と いっ た状況な どを 、 まず検討する と

い う こ と です。 それか ら 、 メ ト ロ イ リ ーゼが使われている ケースがあ り ます。 メ ト ロ イ リ

ーゼを使った事例を、 そのテーマに沿っ て分析 して頂いて 、 その際必要な注意事項です と

か、 あ るいは 、 守るべき事柄な どを、 さ ら にテーマに沿っ て分析を して頂 く 。 それから 、

人工破膜が行われている ケースがあ り ま した。 これについても 、 人工被膜を行 う 際、 ある

いは人工破膜を行っ た後の対応等についての分析を、 再発防止 と い う 観点から 、 委員の先

生方にお願いできれば と思っています。

こ う い う ケース を分析 して頂 く と 、 先生方か ら色々 なご意見を頂き なが ら 、 再発防止 と

い う 観点で、 例えば、 教科書的な内容を しっか り 守る と か、 あ る いは、 自 己の研鑽にそれ

を反映でき る と か、 そ う いった こ と を考慮 しなが らやっていき たい と 思います。 それか ら 、

特に新生児蘇生については、 田村委員が中心になって全国的に新生児蘇生のプロ グラ ムを

展開 してお られますので、 そ う いっ た田村委員のご意見も頂き なが ら 、 再発防止 と い う 観

点で、 新生児蘇生の点について もやっていき たい と 考えています。

また、 モニタ リ ングについては、 色々 な議論があ り ますけれども 、 こ こ ではまずは、 何

らかの形で心拍数の確認をや ら なければいけない と い う よ う な レベルから 、 モニタ リ ング

のパターンの高度な分析までと 、 非常に幅が広いわけですけれども 、 まずは明 ら かな分娩

監視上の胎児心拍数モニタ リ ングで、 これはやら ない と いけない と か、 これは非常に基本

的である と か、 そ う いった観点で、 まずは再発防止につながる ご議論を頂ければと思っ て

います。 まだまだモニタ リ ングの細かい点に関 しては、 学術的な研究が進んでいない部分

も あ り ますので、 あま り そ こ までいき ます と 、 なかなか着地点が見えない と い う こ と に も

な り かねませんので、 脳障害等々 の再発防止 と い う 観点からのモニタ リ ングのあ り 方 と い

った こ と について、 テーマに沿っ て ご議論を頂ければと思っ ています。

こ の よ う な観点でやっ ていき たい と思いますが、 只今の事務局から のご説明 も含めて、



何かこれについてご発言はあ り ますか。 よ ろ しいですか。

前回先生方のご意見を頂いて、 それをま と めたのが只今の よ う な こ と になろ う かと思い

ますが、 よ ろ しいですか。 あ り が と う ございます。

それでは、 続いて 、 3 ) の今後のスケジュールについてお願い します。

○事務局 嫉め

スケジュールについては、 本体資料の 3 ページにな り ます。 4 ページに掲載 しています

が、 第 1 回の委員会資料の際には、 こ こ にある よ う に 、 年度内に最初の報告書を公表する

スケジュールに していま した。 しか しその後、 具体的なテーマに入る のが予定よ り 遅 く な

り ま したので、 第 1 回の報告書は 8 月 の公表を 目 指 したい と 考えています。 -併せて記者会

見も行いたい と 思います。 その公表までに 、 4 月 、 5 月 、 6 月 の 3 回、 報告書の完成に向

けて ご審議を頂 く スケジュールに しています。 なお、 2 回 目 以降の報告書については、 定

期的に毎年 3 月 に公表 していき た き い と 考えています。 以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 スケジュールに関 しては、 以上です。 よ ろ しいですか。 ど う ぞ。

○勝村委員

現段階では こ の予定でいい と 思いますが、 色々 な議論の可能性があ り 、 特にま だ第 1 回

目 なので、 これで確定 して しま う のではな く て 、 5 回、 6 回 と やっ てい く 中で、 さ ら に必

要だ と感 じた と き には柔軟に対応 して頂 く こ と も必要かと思っています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 それは当然、 柔軟にやっ ていっ て、 非常に重要な問題があった

らそれを き ち っ とやる と い う よ う な こ と でやっていきたい と 思います。 あ り が と う ござい

ます。

他に ご発言はあ り ませんか。 あ り が と う ございます。 それでは、 只今の よ う な こ と で、

柔軟性を含めなが ら 、 スケジュールを進めていき たい と 思います。

それでは、 次の議事に入 り ますが 、 次の議事か ら 、 先ほ どご説明いた しま したテーマに

沿って 、 実際の分析に移っ て参 り たい と 思います。 先生方からお寄せ頂いたそれぞれの事

例の さ ら に分析点な どの ご意見を参考に させて頂いて、 事務局のほ う でオ リ ジナル版の情

報に基づいた、 テーマに沿っ た分析の資料を作成 して も らいま した。 これか ら先生方に議

論 して頂 く 中で、 分娩機関である と か所在地、 あ るいはそ う い う 施設の診療体制な ど、 細

かい情報が含まれる可能性があ り ます し、 また 、 委員の先生方か ら 、 非常に 自 由 なご議論
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を頂 く と い う 意味でも 、 そ う いっ た必要が生 じて く る と 思いますので、 これから後は委員

長判断で非公開 と させて頂き たい と思います。

これから行います議事の内容については、 会議が終わ り ま した後、 議事録を公表 したい

と 考えていますので、 ご了承頂き たい と 思います。 また、 当然のこ と であ り ますが 、 非公

開の会議で使用 した資料の公表は控えたい と思っ ていますので、 こ の点について も ご了承

頂きたい と 思います。 ど う ぞよ ろ し く お願い します。

それでは、 事務局のほ う か らお願い します。

○事務局

事務局です。 それでは、 これよ り 先は非公開 と させて頂き たいと思いますので、 傍聴浦

の皆様はご退出下 さ いますよ う よ ろ し く お願い します。

(傍聴者退席)
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○事務局

事務局です。 それでは、 追加で配付 した資料の確認を させて頂き ます。 まず、 資料一覧

と 書かれた本体資料カ棚圈あ り ます。 続いて圏圏と して 、 ｢テ-*沿った分析｣ 圈
鬮圏鬮) の構成" こっぃて と し ･ ぅ A 4 の資料がぁ り ます。 続し ･て 、 圏圏と して 、 分析
雜褻事例の概要 (新生児蘇生々こっぃて) 、 表の資料がぁ り ます。 続し ･て圏團と して、 新生
児蘇生みこっぃて 鎌) 。 続し ･て圏圏と して 、 分析雑莢事例の概要 (分娩中の胎児D拍数聴
取るこっぃて) 。 続し ･て圏鬮と して 、 分娩中の胎児心拍数聴取"こつぃて と ぃ ぅ 資料を配付 し
ています。 落丁等はないですか。

よ ろ しければ、 進行を池ノ 上委員長のほ う る こ よ ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 それでは、 議事 4 ) の ｢テーマに沿った分析｣ について 、 これ

か ら進めていきたい と思います。 それでは、 まず事務局のほ う か ら説明をお願い します。

○事務局 (森脇)

事務局です。 鬮圏をご覧下さ い。 圏圏は、 こ の後ご説明 しま細鬮、 ｢テーマに沿
っ た分析｣ の ｢新生児蘇生について｣ と 、 圏鬮、 ｢分娩中の胎児b拍数こついて｣ の構成
をお示 し した も のです。 表の左 2 列 目 か ら 、 1 番で新生児蘇生について。 真ん中の列に、

2 番、 分娩中の胎児心拍数聴取についてがあ り ます。 その 目 次を書き 出 しています。 表の

タイ トルの下、 2 行 割こ 、 一番最初に 1 . 分析対象事例の概況と して 、 こ こ に分析対象事

例 と なっ た事例の内訳な ど、 概況を記載 しています。 その下の 2番 目 です。 2 列 目 、 表の

3 行 目 、 2 . 事例の概要です。 分析対象事例の幾つかの事例の中から 、 概要を作成 してい

ます。 概要作成に当たっ ては、 テーマに関する部分を中心に記載しています。 次の欄の 3

番 目 、 分析対象事例における新生児蘇生の問題、 隣が分析対象事例における胎児心拍数聴

取の問題です。 これ ら は、 原因分析報告書の ｢脳性麻痺発症の原因｣ 及び ｢医学的評価｣

で指摘 した内容を取 り ま と めて記載 しています。 4 番 目 です。 今後の産科医療向上のため

に分娩機関が検討すべき事項です。 その下に 5 番 目 、 ｢学会 ･ 職能団体への要望｣ 、 6 番 目 、

｢国 ･ 地方 自治体への要望｣ と 3 つがあ り ますが、 これは原因分析報告書の、 ｢今後の産科

医療向上のために検討すべき事項｣ に記載されている も のを 、 分娩機関、 それか ら学会 ･

職能団体、 国 ･ 地方 自 治体ご と に分けて取 り ま と めている も のです。

以上、 1 番か ら 6 番までが 、 テーマに関する原因分析報告書に記載されている ものを取

り ま と めた も のです。



その下、 7 番に移 り ます。 7 番は、 テーマに関する概況を記載 しています。 蘇生につい

て と 、 胎児心拍数聴取についてです。 いわゆる一般的なこ と を 、 こ こで記載 しています。

最後に 8 番 目 です。 8 番 目 、 水色の枠でお示 し している と こ ろがま と めです。 これは再発

防止委員会と して発信 してい く 内容を記載する と こ ろになっています。 次の議事で、 新生

児蘇生について と胎児心拍数聴取について 、 それぞれ委員会で発信 してい く 内容を ご議論

して頂き たい と 考えています。

併せて ｢テーマに沿っ た分析｣ の構成ですが、 こ の報告書を受け取った分娩機関に と っ

て 、 わか り やすい構成になっている か ど う かについて も ご意見等頂ければと思っ ています。

なお、 再発防止に関する報告書 (仮称) には、 報告書の構成の説明を別章で設け る予定に

しています。 以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 只今事務局か ら説明 して頂き ま したよ う に 、 テーマ と しては、

｢新生児蘇生｣ 、 それか ら 、 ｢胎児心拍数モニタ リ ング｣ 、 それから 、 ｢人工的な処置の前後

の対応｣ と 3 つを挙げていますが、 時間の関係も あ り ますので、 今 朝ま ｢新生児蘇生｣ と

｢胎児心拍数モニタ リ ングについて｣ 集中的に ご議論を頂き たい と思っています。

只今説明頂き ま した新生児蘇生について、 それでは、 引 き続き事務局のほ う か ら説明を

お願い します。

○事務局 燐も脇)

それでは、 圏圏をご覧下さ い。 1 つ 目 のテーマ、 新生児蘇生についてですo 新生児蘇
生については、 公表 した 1 5 事例の う ち 、 出生時の新生児蘇生について改善が望まれる も

のが鬮薑ぁ り ま した。 こ ち ら を分析ふ嫁と しています。 詳細については･ こ の後ご説明
させて頂き ます。鬮圏の構成は、原因分析報告書を記載されている脳湖触発症の原因 ･
それか ら 、 医学的評価、 今後の産科医療向上のために検討すべき事項の、 新生児蘇生に関

連 した部分を抜粋 してき ています。 その中でも 、 特にこ の分析に必要だと思われる も のを

赤字でお示 し しています。

それでは、 圓鬮をご覧下 さ い。 圓榊こついては、 澤田客員研究員ょ り ご説明 させて
頂き ます。 なお 、 新生児蘇生については、 田村委員から も ご指導頂き なが ら取 り ま と めを

させて頂いています。 それでは、 お願いいた します。

○池ノ 上委員長

それでは、 澤田先生、 お願い します。



○澤田客員研究員

少 し詳 しい内容について説明を させて頂き ます。 まず 1 番、 分析対象事例の概況につい

てでず。 先ほ ど も 申 しま しか、 鬮囲で教訓- と な る も のがぁつ たために 、 それ ら を分析
蟻と しは と が書かれています。 その中で も鬮が、 出生後 も低酸素状態が持続したた
めに 、 その状態が さ ら に,悪化 した と 考え られた も のです。 また 、 が 、 脳性麻痺の

症状を助長 した可能性が否定でき ない と い ぅ も のがあ り ま した。 それ以外の圏は、 脳‘性
麻痺の原因習はな ら なかったが、 改善点が認め られたも のです。

次の段落に、 誰が立ち会いを したか、 誰が蘇生を したか、 あ と 分娩場所について書かれ

ています。 小児科医が蘇生 したも のが鬮、 産婦人科医が蘇生 した ものが鬮、 助産師が
蘇生 した事例が鬮、 救急隊員が蘇生 した事例力洲圈です。

2 番、 事例の概要です。 こ の分析ヌ嫁事罐圏の ぅ ち 、 圏回を挙げています。 原因分析
報告書の ｢事例の概要｣ 、 ｢脳性麻痺発症の原因｣ 、 ｢医学的評価｣ 、 ｢今後の産科医療向上の

ために分娩機関が検討すべき事項｣ を も と 々こ 、 新生児蘇生に関する部分を中心に記載 して

います。

まず、 圏鬮ですが、 これは助産所で 自然分娩こ至 り ま したが ･ 生後 1 分後のァプガ‐
が L点で重症の新生児仮死であった事例です。

圏囮その後、 晒鬮鬮凹嘩酬璽蛔酬暉蛔囲岡皿鬮- こ の事例では、 ま
ずバ ッ グ&マス ク に よ る陽圧換気、 あ るいは酸素投与を行っ ていないこ と 。 あ 凋ま必要な

器具が常備 されていなかったこ と な どが検討すべき事項と して書かれています。

鬮鬮です。 これは診療所の事例ですが、 吸引分娩 2 回後 々こ分娩み こ至 らず･ 胎臟幾能不
全の診断で緊急帝王切開になっ ています。 1 分後のアプガース コ アが 3 点で、 産科医が帝

王切開を中断 して新生児蘇生に当た り 、 バ ッ グ&マス ク を施行 しています。 出生 2 1 分後

に小児科医が到着 し、 その後の蘇生は小児科医が行っています。 こ の事例では、 新生児蘇

生は一定の効果があっ たが、 産科医が帝王切開を中断 して蘇生に当たる と い う こ と が よ く

ない と 、 評価 されています。 よ っ て 、 検曾･材･べき事項と して 、 医師以外の職種も 、 新生児

蘇生に関与する環境を整える こ と が望まれる と い う 事例です。

3 番です。 分析対象事例における新生児蘇生の問題点です。 原因分析報告書で指摘され

た も の の事例において、 項 目 を分けてそれぞれを挙げています。 まず 1 番 目 と し

て 、 新生児蘇生の必要性の認識不足です。



2番 目 と して 、 不十分な新生児蘇生法の手技に関する改善点が書かれています。

3 番 目 と して 、 新生児蘇生ができ る産科医療関係者がいないこ と に よ っ て 、 診療行為が

遅れた こ と o 小児科医の到着を待っ て帝王切開を行っ た こ と 、 ぁ と圏圏でぁ り ま したょ
列こ 、 帝王切開を中断して蘇生措置を行った こ と が挙げられています。

4 番 目 、 分娩機関外での児の娩出への対応。 これは墜落分娩の事例のこ と が書かれてい

ますが、 被膜児の状態であっ た こ と を改善でき なかったので、 低酸素性虚血性脳症を発症

した と考え られる こ と 。 あ と は救急救命士が立ち会っ ていなかった場合には、 分娩児の被

膜、 新生児の蘇生等の処置について、 電話で連絡を と っ た際、 当該分娩機関の医師から 、

夫または救急隊へ直接指示 される処置以外はでき なかっ た と い う こ と が書かれています。

4 です。 今後の産科医療向上のために分娩機関が検討すべき事項です。 これも原因分析

報告書に書かれた も のを分類 して載せています。 1 ) 新生児蘇生の必要性の周知。 1 つ 目

と して 、 新生児の蘇生に必要な器具や 1 0 0 %酸素を常備 し、 その使用法を熟知する必要

がある 。 蘇生は児の出生直後か ら行 う こ と が重要である な ど、 基本的なこ と を挙げていま

す。

2 ) 新生児蘇生法の習得。 医師以外の職種、 看護師、 助産師も新生児蘇生法の講習会に

参加する こ と が必要である と い う こ と と 、 あ と蘇生は児の出生直後から行 う こ と が重要で

あ り 、 挿管のチューブの固定法な ども 、 日 頃か ら機会を設けて習得する必要がある と い う

こ と が書かれています。

次、 5 番です。 学会 ･ 職能団体への要望です。 これは 3 つ書かれていますが、 まず、 分

娩に立ち会 う 者全てが新生児蘇生法講習会を受ける と い う こ と を義務付ける よ う に強 く 要

望する。 新生児蘇生法について、 今後 、 医師以外の職種が どの範囲の蘇生を行 う こ と が許

容 されるのか、 また望ま しいのかについて議論を進める こ と が望まれる。 分娩取 り 扱い機

関に対 して 、 妊産婦 と の緊急連絡対応、 連絡方法の確認の さ ら なる徹底を図る よ う に指導

する こ と が望まれる な どの 3 点です。

6 番、 国 ･ 地方 自 治体への要望です。 新生児蘇生法講習会の開催に適切な資金援助を行

い、 医療関係者の蘇生法の習得を支援する こ と が望まれる 。 2 番 目 が 、 救急救命士が蘇生

でき る よ う に 、 教育の徹底が望まれる。 3 番 目 に 、 公立病院の小児科医が比較的迅速に到

着 して蘇生処置を行 う こ と ができ る よ う に 、 公立病院医師の診療所等への診療支援は、 兼

業禁止の範囲外である こ と を明確にする こ と が望まれる と い う こ と が書かれています。 こ

こ までが、 原因分析報告書から全て抜粋したこ と をま と めたも のです。
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次に 7 番 目 です。 新生児蘇生について、 我が国の現状と 、 あ と アメ リ カ の こ と が書かれ

ています。

そ して 3 番 目 と して、 新生児蘇生の重要性です。 全新生児の約 1 0 %は、 出生時呼吸を

開始する のに何ら かの助けを必要 と する 。 さ ら に,全新生児の 1 %が 、 救命するために本格

的な蘇生手段を必要 とする こ と が書かれています。 2 段落割こ 、 我が国でも新 しい蘇生法

の 日 本版ガイ ドラ イ ンを作成 している こ と が書かれています。 そ して さ ら に 、 それが 2 0

1 0 年に改訂されています。

図 1 と しては、 出生時仮死を主因 とする早期新生児死亡率の表が載っていますが、 2 0

0 7 年か ら下降が認め られている こ と がわか り ます。 7 ページに 、 図 2 と して、 新生児蘇

生法のアルゴ リ ズムを載せています。

次に 、 新生児蘇生に関するテキス ト です。 学会が推奨 している も のを載せています。 ま

た 、 新生児蘇生法講習会について、 どれぐ らいの人数が認定されているか と い う こ と が載

っ ています。

8 番、 ま と めです。 まず、 産科医療関係者に対する提言 と い う 欄で、 基本的な考え方 と

しては、 分娩に立ち会 う 医師、 助産師、 看護師等の産科医療関係者は、 新生児蘇生法の習

得に努め る必要があ り ます。 その中で も 、 ( 1 ) 、 ( 2 ) 、 ( 3 ) は必ずやっ て頂き たいこ と と

して載せています。 ①番、 設備について。 必要な器具 (保温に必要なもの、 吸引器具、 バ

ッ グ&マス ク 、 パルスオキシメ ーター) を常備する こ と 。 ②分娩する場所で酸素投与がで

き る よ う に整備する こ と 。 ( 2 ) 新生児蘇生の実施。 ①早産児である か、 弱い啼泣であるか、

筋緊張低下がないかについて確認する。 ② ①のいずれかを認める場合、 保温、 体位保持、

気道開通、 皮膚の乾燥と刺激を行 う 。 ③呼吸 と 心柏を確認する。 これはアルゴ リ ズムの一

番最初の一番大事な と こ ろを 、 最低限どんな人でも でき る よ う に していき たい と い う こ と

が書かれています。 ( 3 ) 新生児の蘇生法アルゴ リ ズムの周知。 蘇生法アルゴ リ ズムのポス

ターを分娩室に貼付する と い う こ と です。

緑の四角で囲っ てあるのが 、 今後事例件数を見て提言 してい く 内容です。 ( 4 ) 新生児蘇

生に関する手挽 バ ッ ク &マス ク の実施方法、 気管挿管のや り 方についてな ど。 ( 5 ) 新生

児蘇生法の習得について。 ( 6 ) 新生児蘇生に関する分娩機関の体制について。 ( 7 ) 連携

についてになっています。

2 ) 学会 ･ 職能団体に対する要望と して 、 日 本看護協会、 日 本助産師会な どに対する ｢新

生児蘇生法講習会｣ の受講の義務付け。 医師以外の職種が行 う 新生児蘇生法の範囲に関す
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る検討。

3 ) 救急隊関係 ･ 団体に対する要望 新生児蘇生に関する設備について、 必要な器具を

常備する体制を構築及びその周知。 新生児蘇生に関する教育の実施。 上記に対する支援。

4 ) 国 ･ 地方 自 治体に対する要望。 新生児蘇生法講習会の開催に必要な資金援助な ど “こ

よ る新生児蘇生法習得の支援 と い う 内容になっ ています。 以上です。 あ り が と う ございま

す。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 只今澤田研究員のほ う か ら 、 新生児蘇生に関する事例、 あ る い

はそのポイ ン ト な どをま と めて頂き ま した。 委員の先生方か ら 、 それぞれの新生児蘇生に

かかわる幾つかの検討すべき項 目 を頂いていますが、 な るべ く それに沿った形で今、 ま と

めて頂いた と思いますが、 何かご発言、 あ るいは、 も う 少 しこ こ の と こ ろ を知 り たい と い

う ょ う な こ と があ り ま した ら 、 ご発言頂きたい と思います。 いかがですか。 圏圏に沿っ
て、 ぁ るぃはその前、 鬮圏も説明頂き ま したので、 鬮鬮鬮鬮についてご発言頂け
ればと 思います。

圏圏、 鬮鬮を今、 挙 “デて頂き ま したが 、 事例についてはいかがですかo 事例に基づ
いて、 あ と 問題点を幾つか リ ス ト ア ップ しても らいま した。 問題点を一つ一つご検討頂き

なが ら 、 また事例に戻る 、 さ ら に必要であれば、 オ リ ジナル版に戻る と い う こ と でこれか

ら進めたい と思いますが、 よ ろ しいですか。

それでは、 まず、 新生児蘇生の必要性の認識不足 と い う 、 1 ) の項 目 が挙がっ ています

が、 これについてはいかがですか。 具体的には機械、 器具がそろっていない と か、 そ う い

う 準備が されていない と か と い う こ と なんだと思いますが、 いかがですか。 田村委員、 ど

う ですか。

0 田村委員

その点に関 してですが、 私たちは藤村班の中で、 国際的な標準に従っ た新生児蘇生法を

普及 させるための分担研究を担当 してお り ます。 5 年ご と に調査を してお り ま して 、 対象

はN I C Uのある よ う ないわゆる専門施設です。 これが 2 0 1 0 年度の調査対象、 2 7 0

施設あ り ます。 それから 、 日 本産婦人科医会の、 従来定点施設 と 呼んでお られた よ う です

けれども 、 こ う い う 調査をする と き に協力 して く れる施設が約 5 0 7 カ所あ り ます。 それ

から 、 日 本助産師会の開業助産施設が全国約 4 6 5 施設あ り ま して 、 そ こ に対 してア ンケ

- ト調査を 2 0 0 5 年 と 2 0 1 0 年にやってお り ます。
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2 0 1 0 年の結果については、 今 、 集計中なんですけれども 、 それを見ます と 、 今、 委

員長のおっ しゃいま した設備と い う こ と でいき ます と 、 赤ちゃん用のバ ッ グ&マス ク用の

マス ク が備えていない と い う のが、 2 0 0 5 年度には実は助産施設では約 4 0 %あ り ま し

た。 ですから 、 4 0 %の と こ ろでは、 バ ッ ク &マス ク を し よ う と 思って もでき ない。 それ

が 2 0 1 0 年の調査では、 ｢ない｣ と い う施設は約 1 7 % 、 ですか ら 、 半分以下になっ てき

てお り ます。 これはこ う い う 講習会事業 と かガイ ドラ イ ンで、 赤ちゃんの仮死の 9 割まで

は、バ ッ ク &マス ク までで蘇生でき る と い う こ と がかな り 周知 された結果だと思いますが、

それでも まだ 2 割近 く の施設では、 赤ちゃんを扱っ ていなが らバ ッ ク &マス ク も置いてい

ない と い う のが、 現状です。 そ う いっ た と こ ろには、 バ ッ ク &マス ク はそんな高価なも の

ではあ り ませんので、 助産所でも僕は十分購入する こ と はでき る だろ う と 思いますか ら 、

場合に よ っては赤ちゃんを扱 う と こ ろでは、 必ず赤ちゃん用のバ ッ グ&マス ク を備える と

い う こ と は必須 と い う こ と を 、 国で決める のか、 それ と も何 ら かの と こ ろで強 く 推奨する

と い う こ と を される だけでも 、 赤ちゃんの蘇生は物理的な面でバッ グ&マス ク によ り 助産

所でも 、 十分でき る よ う になる と思います。

それから 、 今、 実は大き な問題が生 じています。 こ の 2 0 0 5 年版の国際標準の と き に

は必須と い う こ と になっていなかっ たのですが、 今度 2 0 1 0 年国際標準版では、 仮死の

赤ちゃんを蘇生する と き にはパルスオキシメ ーターを右手につけて、 その値を見なが ら酸

素を投与するかど う かを決めていき ま し ょ う と なっ て 、 日 本版の 2 0 1 0 年版の新生児蘇

生法のガイ ド ライ ンでもそれがはっ き り 明記 されています。 それを作成する と き は、 小児

科側の委員だけではな く て 、 産科婦人科学会の推薦委員 3 名 の方に も入って頂いて、 その

上でそれは妥当だろ う と い う こ と にな り ま した。

と こ ろが 、 少な く と も 2 0 1 0 年、 年末に調査 した もので、 まだ新しいガイ ドラ イ ンが

広め られる前ですけれども 、 パルスオキシメ ータ ーは、 助産所では 4 割の施設 しかまだあ

り ません。 つま り 、 6 割にあ り ません。 それから 、 産科施設の定点施設でも 、 あ る のは 9

0 % と 、 1 0 %の施設はない。 それから 、 実は、 専門施設で さ え も 、 これはち ょ っ と 意外

だっ たんですけれども 、 7 % ぐ らいは、 少な く と も新生児用 、 つま り 、 赤ちゃん用は分娩

室に置いていない。 お母 さ ん用は置いている けれども 、 赤ちゃん用は置いていない と い う

よ う な こ と が判明 しま した。 これは専門施設に関 しては、 ブローべだけ買って も ら えばい

いこ と なので、 新 しいガイ ドライ ンでこ う な り ま した と い う こ と を周知するだけで、 すぐ

1 0 0 %になる と 思いますが、 やっ ぱ り 助産施設 と な り ます と 、 6 割がパルスオキシメ -
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ターそのも のがお母さ ん用に もない と い う 状況です。 こ のあた り を助産所の 自 己努力で設

置 して も ら えれば一番いいんですけれ ども 、 これは 1 0 万 と か 2 0 万 と か と い う 単位でお

金がかかる こ と です し 、 そのあた り について、 場合に よ っ ては何ら かの補助制度みたいな

も の も考えてあげたほ う が 、 実際に こ のガイ ドラ イ ンが守 られやす く なる ではないかと思

います。 以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 かな り 細かい現実のデータ も 、 今、 ご紹介頂き ま した。 あ り が

と う ございま した。 やは り 機械をそろ える 、 あ るいは道具をそろえる と い う のは、 その人

が、 それを知っ ていない と いけない。 それを知って も ら う ための情報伝達のルー ト と い う

か、 そ こ が例えば助産所の皆 さ んたちに、 今のパルスオキシメ ーターの話を ど う やって伝

えてい く か と かい う 、 そ う い う 問題が非常に大き な問題だと思います。 ど う ぞ。

○石渡委員長代理

助産所に色々設備等々 が備わっていない と い う のは 、 大体予測はあ る程度ついている わ

けですが、 今現在、 嘱託医がいて、 そ して協力医療機関がある現状においては、 やは り こ

う い う 施設に対 しては、 嘱託医、 あ るいは協力医療機関のほ う か ら 、 教育的 と い う か、 指

導的な こ と を して頂 く と い う こ と が 当然必要になっ て く る のではないかと思います。 現実

に、 こ の産科医療補償制度に加入 していない助産所も ある わけなので、 そ う い う と こ ろの

嘱託医が どの よ う にお考えになっ ているか と い う こ と も含めて、 やは り 指導は必要ではな

いかと思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 そ う ですね、 各助産所は必ず嘱託医の先生が決ま っ ている はず

なので、 そ こ を介 した情報の伝達と い う のが非常に有効だと い う こ と ですれ あ り が と う

ございます。 いいポイ ン ト だ と 思います。

○板橋委員

施設の 自助努力はも ちろ細準備のために重要ですが、 患者さ んサイ ドか ら見る と 、 自 分

がお産する予定の施設において蘇生のための準備が十分に備わっている のかど う かは分か

り ません。 妊婦 さ んたちが分娩施設を選ぶ際の判断基準と なる よ う に 、 こ の よ う な情報を

発信する こ と 重要と思います。 そ う なれば、 当然それをア ピールでき ない施設は頑張ろ う

と 思 う と い う 、 前向き な方向になる のではないかと思いますが。

○池ノ 上委員長
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あ り が と う ございます。 田村委員、 新生児蘇生のコース を受けた人が、 コース を受けま

した と い う あれは診療所と かに出せるんですか。

○ 田村委員

出せる と い う か、 少な く と もそれは発行 しています。 一応合格を して 、 それで認定手続

を した方には認定証と 、 あ と プラスチ ッ ク の認定カー ドをお送 り していますので、 病院な

んかでも それを首から下げて、 それか ら 、 認定証のほ う は、 場合に よ っては待合室あた り

に掲示 した り する こ と は、 別に少な く と も法律に触れる よ う な こ と “まない と思いますけれ

ども 。

○池ノ 上委員長

違法ではないですか。

○ 田村委員

と思ってお り ます。 ど う 活用 されてお られる かはわから ないですが、 学会 と しては、 認

定証はちゃん と額縁で飾れる よ う なのをお送 り してお り ます。

○池ノ 上委員長

それは個人にはき ているんですか。

○ 田村委員

そ う です。

○池ノ 上委員長

板橋委員の言われる よ う な 、 私は講習会を受けた人ですと い う のがそ こでわかる と 。

○板橋委員

そ う い う こ と が特に違法でなければ、 あ と 目施設にこれだけ こ う い う 蘇生のための設備

をちゃん と整えています と か、 講習会を受けています と い う こ と がわかれば、 患者さ んも

あ る意味安心 して受診でき る と い う こ と に も 、 も ち ろん助産所も 同 じだ と 思 う んですけれ

ども 、 そ う い う ふ う に してア ピールすべき部分も ある のではないかと 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 ど う ぞ。

○石渡委員長代理

病院で表示 しなければいけない と い う ものが 、 医師の数である と か、 幾つかあ り ます。

例えば、 産科医療補償制度の場合には、 こ の補償制度に加入 している と い う こ と を出 さ な

ければいけない と い う 義務付けがある わけです。 ただ、 新生児の蘇生の講習会を受けたか
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受けないか と い う のは、 個人的な と こ ろ に認定証と い う のは来ている わけで、 病院その も

のには来ていないので、 貼 り 出すのは 自 由ではないか と 思いますけれども 、 む し ろ貼 り 出

すこ と を推奨 したほ う がいいのではないかと思います。

○池ノ 上委員長

僕も よ く わか ら ないですけれども 、 時々 こんなも のを出 してはいけない と い う のがある

ので、 そ う い う ルールがなければ、 講習に行っ た と い う サーフ イ テ ィ ケー ト を頂ければ、

それを出す と い う よ う な こ と は、 む しろ問題がなければ推奨する よ う な こ と を報告書の中

に盛 り 込む と い う こ と も 、 1 ついいアイデアだ と 思います。 あ り が と う ございます。

他にいかがですか。 蘇生に関 しては。 ど う ぞ、 川端委員。

○川端委員

産婦人科医会では、 来年度の会員研修テーマが ｢新生児管理のすべて｣ と い う も のです。

毎年 2 つテーマを決めて研修を している のですけれ ども 、 来年度はそれをテーマに してい

ます。 新生児蘇生の部分も大き く と って 、 多分こ こ は、 田村委員に色々書いて頂 く こ と に

な る と は思いますが、 後半は新生児室での管理と か、 退院後の管理と か、 そ う い う のを-

精に したものを産婦人科の全会員に送っ て 、 研修を進めてい く 予定に していますので、 少

な く と も産婦人科医は、 こ の件に関 しては、 徹底的に広報はな されます。 既にほ と ん どの

産婦人科の医者は知っ ていますけれども 、 そ う い う こ と を企画 してお り ます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 かな り 具体的に新生児蘇生法と い う のが浸透 してい く と 。 さ ら

に医会のプロ グラ ム と してそれを進め られてい く と 、 末端筆--末端まで と い う と 変な表現

ですけれども 、 これま ではあま り 関心を持って頂けなかっ た先生方に も 、 それが入ってい

く と い う こ と 々こなるんだろ う と 思います。

勝村委員、 ど う ぞ。

○勝村委員

こ こ まで色々 ご尽力頂いている こ と と か、 それか ら 、 今 、 出 されていた ご意見 と かも全

てその方向だ と 思いますが、 例えば、 色々 学会が認定した り した と き に、 認定 した人が一

覧になっているページ と かは、 普通あるんですか、 ないですか。

○池ノ 上委員長

よ ろ しいですか、 田村委員。

○ 田村委員
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個人情報の こ と があるので、今の と こ ろは全ての人を公開する と い う のは していません。

ただ、 イ ンス ト ラ ク ターの資格を と っ た方は、 それぞれの地域で講習会を開 く と き に 、 イ

ンス ト ラ ク タ ーの方を教えて下さ い と い う よ う な問い合わせがある ので、 イ ンス ト ラ ク タ

ーの方に関 しては、 認定証を発行する と き に 、 名前を こ ち ら のほ う で教えていいかど う か

と い う 許可を頂いて、 許可を頂いている方に関 してはお教えする と い う こ 封こ してお り ま

す。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 こ の蘇生のプロ グラ ムを広める ために 、 イ ンス ト ラ ク ター と 言

われる よ う な 、 各地域の指導者をまず作って、 その指導者にはかな り ト レーニング と いい

ますか、 講習を受けるデューティ ーがヘビーなんですけれども 、 大体色々 な周産期センタ

ーの先生たちがその中心になっ てお られて 、 その人たちが地域の助産師さ んだ と か、 産婦

人科の開業医の先生たちに どん どん枝分かれする よ う な形で、 今広ま っ ている と 。 ですか

ら 、 イ ンス ト ラ ク ターに関 しては公表されている と い う こ と です。

ど う ぞ、 鮎澤委員。

0鮎澤委員

すみません、 偽熱ぼ ど。 今、 肋産所 と い う と こ ろに結構絞 り 込んで議論が進んでいる よ

う に思 う のですが、 新生児の蘇生に関 して 、 助産所が何か底上げのために 、 その ク オ リ テ

ィ ーを上げてい く ために必要なこ と があ る のだった ら 、 も しか した ら ｢助産所｣ と い う パ

ー ト を 1 つ作って議論する こ と も 、 将来的には必要なのかも しれないと思いなが ら伺って

いま した。

絡んでですけれども 、 肋産所の開設の と き の何か基準の よ う な ものがある のではないで

すか。 例えば、 そ う い う よ う な ものの中に 、 今回議論 したよ う な内容を織 り 込んでい く こ

と ができれば、 現状ど う してい く か と と も に 、 これか ら の と こ ろが 、 あるボ ト ム ラ イ ンを

き ちっ と ク リ ア して開設 されてい く 仕組みにつながってい く よ う に思いま した。

それから も う 1 点、 田村委員にお伺い したいのですが、 先ほ ど大変おも しろいデータ を

見せて頂き ま した。 ただ、 設備を持っ ている話 と 、 持っ ている ものを使える話は違 う話で、

パルスオキシメ ーターを持っていない と こ ろが減っ てはき ている も のの 、 ち ゃん と使える

人たちが どの ぐ らいの割合いる のか と い う 数字もおあ り にな り ますか。 も しあっ た ら 聞か

せて下さ い。

○ 田村委員
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それについてはあ り ません。 それを う ま く 使いこ なすために 、 我々 の講習会をやっ てい

る わけなので、 そ こ で講習を受け られた方はそ う い う ものを使える よ う になった と い う こ

と “は言え る と 思います。 講習会を受けていないけれども 、 知っ ている方 と い う のは も ち ろ

んお られる と思いますが、 それについての調査は、 今回はそ う い う 基本的なものをそろ え

ていますか と い う 内容の調査 しか してお り ません。

　　　　　　

あ り が と う ございま した。 それか ら 、 最後にな り ますけれども 、 私も先ほ どか ら の ｢利

用者がわかる仕組みを作ってい く ｣ と い う のは と て も大事なこ と だ と 思っ ています。 そ う

いった も のを色々 な仕掛けの中に織 り 込んでい く こ と は、 物事を進めてい く 1 つの大き な

イ ンセンテ ィ ブに も なってい く も と 思います。 是非そのあた り について も 、 こ の中で議論

ができ る と いい と 思いま した。 あ り が と う ございます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 先生、 パルスオキシメ ーターについては、 新生児蘇生、 いわゆ

る仮死の蘇生ばか り ではな く て 、 その後の観察期間、 数時間にわたっ て 、 も し何か突然無

呼吸が起こ る と か、 突然赤ちゃんの容体が変化する と い う のをモニターする ために も 、 パ

ルスオキシメ ーターは使いま し ょ う と い う 方向はあ り ます鼻為 ですか ら 、 仮死の こ と だ

けではない と 。

○ 田村委員

はい。

○池ノ 上委員長

仮死だっ た ら あま り 数が多 く ないので、 そのためにそんな高価な機械をそろえる のは大

変だと い う イ ンプレッ シ ョ ンが何 と な く 起 こ る と 思いますが、 それではな く 、 生まれた赤

ちゃんは、 出生後数時間にわたっ て 、 酸素飽和度のモニターを しま し ょ う と 。 その間に突

然悪 く なる赤ちゃんもいるかも しれないから 、 そ う い う 幅広い対応の中の一部 と して 、 パ

ルスオキシメ ーターの普及 と い う こ と を考える と 、 皆 さ ん受け入れやす く なって く るので

はないかと 思います。 いかがですか、 田村委員。

○ 田村委員

ま さ に先生のおっ しゃ る通 り で、 そ う い う観点か ら色々 ア ピールすれば、 赤ちゃんの安

全性のためには、 決 してそんなに 1 人当た り にお金をかけずに済む方法だと い う こ と で、

助産師さ んたちにも よ く 理解 して頂ける のではないかと思います。
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○池ノ 上委員長

あ と 、 助産所開設の と き の基準 と い う お話があ り ま したけれども 、 どなたかおわか り るこ

な り ますか。 先生、 お願い します。

○村上委員

私は、 開業助産師が多 く 加盟 している 日 本助産師会の安全対策委員もやっ ている も ので

すか ら 、 ち ょ っ と その辺の情報を と思います。 日 本助産師会では、 毎年 リ ス ク マネジメ ン

ト の研修会等で、 蘇生等もやっ た り と か、 あ るいは、 事故事例等の分析な どをやっ た り し

ていますが、 田村委員等に も ご指導頂いて、 蘇生の研修会は別枠でかな り 広める と い う こ

と で行っ てお り ます。 イ ンス ト ラ ク ターも 、 日 本助産師会の中からかな り 出 している かな

と い う 状況です。

先ほ ど、 バ ッ グ&マス ク と か、 あ るいは、 パルスオキシメ ーターの問題ですけれども 、

やは り 2 0 1 0 年の新しいガイ ドラ イ ンに沿った蘇生法にな り ます と 、 やは り 必須と い う

こ と “こな り ますので、 年に 1 回大き な リ ス ク マネジメ ン ト研修会等をやっ た と き には、 必

ず各支部長さ ん と か、 ある いは、 支部の安全対策委員の方が参加 されますので、 そ こで全

国的に広 く 整備する よ う に と い う よ う な こ と を働きかける こ と は可能かな と 考えています。

今月 も末にあ り ますので、 是非その辺は広 く 周知 したい と 考えます。

先ほ ど、 鮎澤委員のほ う か ら ご指摘があっ た助産所の開設に関 してですが、 今、 保健所

のほ う で規制 されている 開設条件と い う のは、 主にハー ド面です。 広 さ である と か、 あ る

いは、 設備である と か、 そ う い う よ う な と こ ろが主になっ ていて、 助産師が どの よ う な資

格を有 しているか と い う よ う な と こ ろは、 あま り 問題にはなっていません。 しかしなが ら 、

日 本助産師会のほ う では、 やは り 開設条件を少 し規定していっ たほ う がいいのではないか

と い う 検討も 、 現在始ま っ てお り ますので、 是非その中に、 今回の蘇生の講習会を受けて

いる と か、 それ以外の リ ス ク マネジメ ン ト に関する ソ フ ト面の能力的な部分も 、 織 り 込ん

で頂ける よ う な働きかけが必要かな と 考えています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 今 、 村上委員か ら ご説明頂き ま した こ と は、 助産師さ んばか り

ではな く て 、 数は少ないかも しれませんけれども 、 診療所でも 当 てはま る部分も あるわけ

ですので、 診療所のク オ リ テ ィ ーを上げる と い う 意味でも 、 同 じ よ う な問題点が これから

解決されていかなければいけない と 思います。

先ほ どから 、 2 ) の新生児蘇生法が不十分な場合、 つま り 、 う ま く 蘇生でき なかった と
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い う 問題も 、 澤田先生のほ う か ら取 り 上げて頂き ま した。 この点について、 先ほ どから も

やは り 新生児蘇生講習会、 あ るいは蘇生の色々 なテキス ト が配付された り 、 色々 な こ と が

今努力 されていますけれども 、 それ と 絡めなが ら 、 少 し蘇生を う ま く やる ためには と い う

こ と で、 例えば、 ど う い う 人がそれに取 り 組むべきか と いったこ と も含めてご議論頂き た

いと思います。 勝村委員、 お願い します。

○勝村委員

9 ページの赤で囲まれている と こ ろが 、 も ち ろん助産所、 診療所、 病院のそれぞれの形

態で、 それぞれ進め方と か、 再発防止の対策 も違 う と “沈思いますが、 こ の赤で囲まれてい

る のは、 必ずど こ であろ う と も必須だ、 最低限だ と い う 理解でいいんで し ょ う か。

○ 田村委員

これは少な く と もお産を扱 う 施設では最低限の条件だと 、 私は認識 しています。

○勝村委員

その緑の と こ ろに 、 新生児蘇生法講習会は下の と こ ろに入っ ていますけれども 、 これを

赤の と こ ろに入れて しま う 必要も 、 今のお話を聞いている と 、 必須に していかない と だめ

なん じゃないかと思 う の と 、 それを必須に して 、 その必須を今、 鮎澤委員か ら も あ り ま し

た よ う に 、 助産所で ど う 広める のか。 村上委員のほ う か ら 、 こ う い う よ う なや り 方がある

と 言われま した。 診療所は同 じ よ う に助産所ででき る のではないか。

病院に関 しては、 例えば、 具体的に施設、 設備 と か書いてある こ と に関 しては 、 本当 に

例えばこ う い う 異常な事態がき た と き には、 診療報酬なんかでも も のすご く 細かな規定を

しているわけで、 実際、 産科医療補償制度を導入する際も 、 産科医療補償制度に入ってい

る分娩機関 じゃない と その条件を満たせない と かやって 、 その代わ り にそれに入るのだっ

た ら 、 しっか り 診療報酬を支払いま し ょ う と い う 形がある わけなので、 これが必須なんだ

っ た ら 、 僕はすぐにでもそこ に こ う い う 設備が入っ ている と か、 例えば、 分娩室にこれを

貼 り つける と か、 そ う い う ふ う な こ と まで、 先ほ どあ り ま したけれども 、 そ う い う 診療報

酬マターでな く て も 、 入 口 に貼る と か、 書き 出すこ と に こ う い う ものを条件 と して入れて

い く と か、 こ の場は一番、 嫌われよ う と何 と 言われよ う と 、 最低限必要だと思 う も のは絶

対やるべきだ と 強 く 言っ ていかなければいけないと思います。 そ う い う と こ ろに 、 すぐに

働き かけてい く と か と い う こ と もでき る のではないかと思います。 僕はそ う したい し、 そ

う でき る よ う な形 と い う のを 、 こ こ か らすぐに発信をやっ て も らいたいな と 思います。

○池ノ 上委員長
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あ り が と う ございます。 おそ ら く 皆 さ ん受けてほ しい と い う お気持ちは強いんだと思い

ます。 田村委員なんかは特に これを一生懸命推 し進めてお られます し、 周産期関係の産婦

人科系の医師たち も皆そ う だ と 思いますが、 そ こ ら辺のス タ ンス は、 今、 ど こ ら辺にあ り

ますか。

○ 田村委員

今の時点で、 大体毎月 1 , 0 0 0 名 ぐ らいの方が受講されていますので、 僕 らが一応 目標

と している のは、 4 万人か ら 5 万人 ぐ らいが周産期医療の関係者と 見込んでいます。 今、

大体 2 万 5 , 0 0 0 人 ぐ らいが受け られていますから 、 あ と 2 年ほ どすれば、 今のペースで

いけば、 1 回は講習会を受ける と い う よ う な状況にはなるだろ う と思います。 ただ、 我々

の別の調査では、 1 回講習会を受けて も 、 実際に蘇生その も のを現場でやった こ と がない

方は、 3 ヶ 月 経つ と 実は 3 分の 1 を忘れて しま う 、 1 年たつ と ほ と ん ど全て÷÷全て と い

う か、 いわゆる合格点に達しないよ う になって しま う と い う データ も 出ていますので、 1

回受けたか ら それでいい と い う わけではあ り ません。 それに対 しては、 日 本周産期 ･ 新生

児医学会 と しては 、 実際の講習会をそんなにや り 続ける わけにいき ませんので、 学会の事

業と して e - ラーニングで学会のホームページにアクセス して復習する と い う e - フーニ

ングシステム を今、 導入する ための ワーキンググループを立ち上げています。 これが実現

する には 1 年ぐ らいはかかるだろ う と思われていますが 、 そ う すれば講習会を受けた方が、

その後継続的に復習する こ と ができ る と 思います。

ただ、 1 つ 申 し上げたいのは、 も ちろん全ての方が講習会を受ける こ と は大事なんです

が、 ア メ リ カ と の比較 と い う こ と でいき ます と 、 報告書の どこ かにア メ リ カのAHAの推

奨が出ていた と 思いますが、 ア メ リ カ が 1 9 8 7年か ら こ う い う 講習会事業を始めている

んですが、 その と き の彼 ら の 目標は、 全てのお産に赤ちゃんの蘇生ができ る人が、 赤ちゃ

んの専任と してつ く と い う のが 、 最終 目標です。 つま り 、 先ほ ど も あ り ま したけれども 、

産科の先生が帝王切開 していて 、 その方が赤ちゃんの蘇生ができ て も 、 お母 さ んのほ う に

専念 しなければいけないのに 、 赤ちゃんが仮死で生まれた と き に 、 帝王切開をやめて赤ち

ゃんの蘇生をや ら なき やいけない と い う のでは不十分です。 そ う した事態を防ぐためには、

ドク ターだけ じゃな く て も 、 看護師 さ ん、 助産師さんも全て蘇生をでき る よ う にな る こ と

が大切です。 更に 、 ノ ウハ ウ を身につける と い う こ と の重要性と と も に 、 お産の と き のマ

ンパワーが、 今のよ う に限 られた、 主 と してお母さ んのほ う の対応だけをする と い う マン

パワーでは不十分だと い う こ と も よ く 認識 して頂き たい と 思います。 そのあた り のマ ンパ
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ワーをいかに増やすか と い う こ と が 、 これはまだ時間がかかる と 思いますけれども 、 本当

の全ての仮死の赤ちゃんに対応する ためには大事だと い う こ と も ご認識頂き たいと思いま

す。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 4 ページの大き な 5 番、 学会 ･ 職能団体への要望と い う と こ ろ

の最初の0の と こ ろに 、 そ う いっ た受講を義務付ける と か、 そ う いっ た こ と も事務局のま

と めの中には意識と して入っている わけです。

○上田理事

これは原因分析報告書の中に記載 されています。

○池ノ 上委員長

報告書の中に 、 そ う ですか。

○上田理事

原因分析報告書に記載 された要望を事務局で整理 しています。 それで、 こ の委員会 と し

て ど う 発信するかは、 後ろのま と めで議論 して頂き たい と 思います。

○池ノ 上委員長

ですか ら 、 今、 勝村委員か ら指摘 して頂いた最初の 9 ページの部分は、 今後の数を見な

が ら と い う のが書いてある ので、 数を見な く て も 、 そ う い う こ と は積極的にやっ て も ら う

ほ う がいいのではないかと い う こ と だ と 思います。 ど う ぞ。

○勝村委員

色々 な論点がある と思いますので、 全部議論 しなければいけないと思います。 1 つ 、 ま

と めて も ら え る な ら ま と めて頂き たい と思 う のは、 こ の 9 ページの赤で囲まれている部分

に、 今、 田村委員の意見も あ り ま したけれども 、 講習会に絡める 、 現段階で物理的にも可

能な範囲で、 絶対これは最低限だと 強 く 再発防止委員会と してははっ き り と 言って しま う

と こ ろに 、 講習会のあ り 方を どの辺までこ の瞬間、 そ して未来はも う 少 し さ ら にバージ ョ

ンア ッ プ しなければいけない と わかっ ている こ と について も書けるかど う かも議論 しても

ら っ た上で、 その赤の部分が固まれば、 僕はその赤の部分に関 しては 、 少な く と もすぐに

こ こ か ら厚労省に対 して 、 こ の内容が広がる よ う に、 厚労省 と してでき る だけの手立てを

する よ う に、 要望をすぐ出 してほ しいです。

その要望を出 した結果、 国が ど う 動いたかと い う こ と も 、 8 月 の報告書に と り あえず書

く べきだ と 思います。 何も動いて も ら えなかったのな ら継続だ し 、 申 し込んだらそ う い う
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ふ 劫こすぐに最低限だと言った結果、 例えば、 その条件を中に 、 前に産科医療補償制度に

入っ ている こ と が診療報酬の条件だ と い う のを入れて急に普及 した よ う るこ 、 バ ッ グ&マス

ク とパルスオキシメ ーターが入っ ている こ と が条件なんだ と書いて、 ほ と んど ど う せ入っ

ている に して も 、 そ う い う 意識づけみたいな も のにつなが り ますので、 まず最低限なんだ

と い う こ と を 、 再発防止委員会 と して国に働きかける こ と が こ の場で一致でき る のだっ た

ら 、 それはす ぐに要望を出 してでもやっ てほ しい し、 そ こ か ら 国が動 く こ と "こな る と 思い

ます。

先ほ ど、 石渡委員長代理か ら も あ り ま したけれども 、 診療報酬だけ じゃな く て 、 掲示を

する と こ ろに何か盛 り 込め る と こ ろがあるかも しれません。 そ う い う こ と も厚労省に知恵

を絞っ て頂いた らいいので、 これが全医療機関に、 お産を扱 う 全ての医療施設でこれがで

き る よ う 々こ 、 でき るだけの努力を してほ しい と い う こ と を 、 要望を出 しても ら う と い う こ

と “までき ないですか。

○池ノ 上委員長

ち ょ っ と それは厚労省のはわか り ませんけれども 、 例えば、 各都道府県の産婦人科医会

の中に 、 相 当数のイ ンス ト ラ ク ターが生まれている わけです。 ですから 、 き ち っ と 指導で

き るイ ンス ト ラ ク ターが 、 いわゆ る本部 と いいますか、 田村委員が開催された指導者を作

る と こ ろの講習をき ちっ と受けて 、 相当でき る人たちが各都道府県にいる と い う メ カニズ

ムを普及 させてい く 。

○勝村委員

こ の講習会は、 赤の と こ ろに入る か入 ら ないかは、 ち ょ っ と まだ僕は微妙だと思っ てい

ます。 今は入っていません裏箋

○池ノ 上委員長

はい、 そ う です。

○勝村委員

入っていない。 でも 、 入っていな く て も 、 入っていないこ の 3 つでも 、 僕はすぐにやっ

てほ しい と 思っ ている わけです。 つま り 、 施設基準みたいな形でやる のか、 診療報酬の条

件にする のか、 色々 な国 と してや り 方がある と 思 う ので、 少な く と も こ の赤の 1 、 2 、 3

は、 本当 にお産を扱 う のだっ た ら最低限だ と こ の委員会の皆さんが思われる のであっ た ら 、

それはそ う だ と い う こ と を き ちん と伝えて、 厚労省 と して しっか り やれる こ と をやっ てほ

しいと思います。 そ こ に蘇生法の講習会も入れるか入れないかは、 ち ょ っ と 専門家の方に
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議論 して頂 く と して 、 少な く と も赤枠をすぐに動いて、 その結果、 国が どこ までやっ て く

れたか、 何が課題かと い う こ と まで、 8 月 の報告書に盛 り 込む と い う ふ う じこ しすべき だと 思

います。 そ う しない と 、 逆に言 う と 、 8 月 の報告書でこ う い う こ と が進む と いいな と い う

ので終わっ て しま う のでは、 ち ょ っ と ス ピー ド!感がない と 思います。 再発防止 と い う のは

急がれる と 思いますので、 要望です。

0池ノ 上委員長

わか り ま した。 今の ご意見はいかがですか。 ど う ぞ、 岩下委員。

○岩下委員

勝村委員の言われたこ と は理想だと思いますが、 こ の 2 つの事例を見る 限 り 、 設備は当

然必要で し ょ う けれども 、 む しろマンパワ- と か、 システムの こ と を考えない と う ま く 稼

働 しないのではないかと思います。 最終 目標は、 こ う いっ たふ う に生まれてき た新生児仮

死の児をいかに レス キュー してい く か と い う こ と ですが、 先ほ ど、 田村委員も言いま した

よ う に、 僕 も蘇生法の講習会を受けま したが 、 普段そ う い う 児に接 して 、 絶えず蘇生手技

をやっ ている わけではないので、 それこそ半年たてば忘れる と い う のは事実です。

助産所でこ う い う 講習会を受けて普及 して も 、 年に 1 0 、 2 0 分娩をやる ぐ らいの と こ

ろだ と 、 果た してそれが年に 1 回だ と か 2年に 1 回で う ま く 機能するかど う か疑問です。

絶えずそ う い う こ と をやっている救急隊の方だと か、 実際に我々 の東京都多摩では、 生ま

れる と こ ろに新生児の先生が来て頂いて、 帝王切開に立ち会った り と いっ た り と い う シス

テムをやる のですが、 初めからそ う い う プロ フ ェ ッ シ ョ ナルの方が、 絶えず分娩に立ち会

える 、 または何か起こ っ た と き にすぐ対応でき る よ う な連携システムを構築 してい く と い

う こ と も 、 僕は重要だと思います。

今までの意見は、 どち らか と い う と分娩 した と こ ろの関係者が、 いかに新生児仮死にに

対応するか と い う こ と だと思いますけれども 、 も う 少 しシステムのこ と も 、 考えたほ う が

いい と 思いますので、 ち ょ っ と言わせて頂き ま した。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 やは り これは後方の周産期センター、 2 次、 3 次の間産期セン

ター と 、 1 次の施設の間の連携を全国にき ちっ と 作ら ない と いけない と い う のは、 大前提

にある と 思います。 それ と あわせて蘇生の問題、 それから 、 後か ら出てき ますモニタ リ ン

グの問題も 同 じ よ う な こ と だ と 思いますけれども 、 少な く と も こ う いった こ と が問題であ

って 、 今、 勝村委員が言われた赤の部分の ( 3 ) に 、 新生児の蘇生アルゴ リ ズムの周知 と
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い う 項 目 があ り ます。 こ こがま 割こ こ の講習会を受けて下 さ い と い う こ 封こ重なる わけで

す。 ですか ら 、 これを こ こ に持っ てき て も 、 別に問題はないのではないか。 問題はない と

い う のは、 講習会を受けな さい と い う こ と を 、 ( 3 ) の と こ ろ に 、 講習会を活用 して、 分娩

にかかわる全ての人がそ う い う 技術を磨 く と いいますか、 それを こ こ に持ってい く と 。 そ

う い う ま と めを してい く と い う こ と については、 おそ ら く 皆 さ ん、 ご異論はないのではな

いか と 思いますが、 今すぐ厚労省にパ ッ と 出す と い う こ と “こっいては ど う か と い う 、 それ

はち ょ っ と 皆 さんの ご意見を伺わない と ……。

○勝村委員

それで全てだと 思っている わけではな く て 、 岩下委員がおっ しゃ る通 り 、 そっ ちのほ う

も 、 よ り 大事だ と 思いますが、 色々 な論点がいっぱい出てき ます。 そ う い う のを今、 列挙

している フ リ ー トーキングになっている んだ と 思いますが、 学会や、 助産師の学会、 それ

ぞれの地域の産科医療の リ ーダーシッ プを と っ ている人たち と行政 と のかかわ り の問題な

り 、 色々 あ る と 思います。 例えば、 バ ッ グ&マス ク 、 パルスオキシメ ーターを常備する と

い う こ と が絶対最低限必要なんだ と確信 し、 ほ と ん どの医療機関で常備できている けれど

も 、 も う 少 しでき ていない と こ ろがあ る んだ と い う 状況なのであれば、 そ う い う 方法も あ

る のではないかと思 う わけです し、 僕はそ う い う こ と で、 1 つき ちん と要望を出 して しま

う と い う こ と を して 、 フ ッ ト ワーク を どんどん軽 く していかない と 、 次か ら次へ と 色々 な

議論や論点が出て く る と思いますので、 一旦投げ入れるべき と こ ろがあれば、 それは学会

に投げるべき 、 国に投げるべき 、 ど こ であっ て も 、 投げるべき も のはポン と投げていかな

い と進んでいかないのではないかと思いますので、 それはそれで 1 つずつやっ て も ら って

もいいのではないかな と 思っている と い う こ と です。

○池ノ 上委員長

ち ょ っ と川端委員、 先に、 今度ガイ ドラ イ ンが変わ り ます黄熟 あの中で、 こ のパルス

オキシメ ータ ーは ど う 扱われますか。

○川端委員

こ のガイ ドライ ンは、 新生児蘇生法はそ こ ま で詳 し く ないです。

○池ノ 上委員長

そ う する と 、 これは田村委員の講習会のほ う か ら 、 パルスオキシメ ーターの設置を しま

し ょ う と い う 動き を広めてい く と い う こ と にな り ますか。

○川端委員
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私、 今お話を聞いていて、 日 本周産期 ･ 新生児医学会 と 日 本産科婦人科学会 と 医会 と 助

産師会 と共同声明みたいな形ですね。 と い う のは、 こ の形です と 、 日 本医療機能評価機構

の報告書の中に埋ま っ て しま う のではないか と い う 気が します。 ですから 、 こ の こ と は非

常に重要ですので、 共同で何か発信でき る よ う な こ と を考えて頂 く と い う こ と です。

○池ノ 上委員長

そ う する と 、 我々 の こ の機構の産科医療補償制度のほ う か ら 、 今、 先生が挙げられた よ

う な関連の職能団体に こ の問題を提起する と い う よ う な手続を してい く 。 その中で、 特に

新 しい新生児蘇生法のガイ ドラ イ ンの変化、 改訂に伴って 、 パルスオキシメ ーターの 占め

る位置付けが非常に重 く な り ま した と い う よ う な こ と で周知する と い う こ と を 、 報告書の

中に入れていき 、 そ してそ こ に出す。 それは形 と して可能ですれ あ り が と う ございます。

ど う ぞ。

○川端委員

今、 先生か らガイ ドラ イ ンの改訂の話が出ま したので。 これか ら色々進めてい く 上で重

要になる と思いますので一応お話 し します と 、 ｢陣痛促進剤使用上の留意点｣ と い う 小冊子

が、 2 0 0 6 年ごろに第 1 版が出ま したが 、 それが改訂されま して 、 本年度の 3 月 に、 医

会 と 学会の両全会員に配付される こ と にな り ま した。 それか ら 、 こ こ ◇こ 出てお り ます 『産

婦人科診療ガイ ドライ ン-産科編 2 0 0 8 年』 と い う のがあ り ますけれども 、 これが改訂

になっ て、 2 0 1 1 年度版 と い う 形で 4 月 に新 しいのが出ます。 またその中には 、 非常に

重要な問題を含んでいる追加項 目 があ り ま して 、 例えば、 ｢分娩監視の方法は ? ｣ 、 ｢分娩監

視装置、 モニターの読み方、 対応は ? ｣ 、 ｢分娩誘発の方法は ? ｣ な ど、 新 しい項 目 が 2 4

項 目 、 さ ら に 、 2 0 0 8 年に出ま した内容を改訂と いいますか、 よ り 詳 しい内容になっ た

も のが 4 月 に出ますので、 また今後、 こ ち ら の会でもそれを中心に動 く こ と になる と思い

ます。

○池ノ 上委員長

ご紹介頂いてあ り が と う ございま した。 隈本委員、先ほ ど手を挙げてお られま したので。

○隈本委員

すみません、 大学の仕事で遅れて しまいま して 申 しわけあ り ません。 これを申 し上げよ

う と思って 、 ご質問 と新 しいアイデアの提案ですけれども 、 日 本医療機能評価機構がやっ

ている病院の機能評価の項 目 の中に 、 こ こ に出ている新生児蘇生に関する施設の問題 と 、

あ と 講習を受けたかと い う こ と が評価項 目 に入っ ている のか ? と い う のが質問です。 アイ

ー 26 ‐



デア と い う のは、 も し入っていないのであれば、 新たに これを入れて も ら う のが ど う か、

と い う こ と です。 同 じ 日 本医療機能評価機構なのですか ら 、 これを病院評価ポイ ン ト に入

れていただく と い う こ と は ど う なので し ょ う か。 つま り 、 施設がちゃん と整っている か ど

う か、 あ る いは、 ス タ ッ フが新生児蘇生の講習を受けている かど う かを評価ポイ ン ト にす

る と い う のはいかがですか。 どなたか事務局の方でご存 じの方はい ら っ しゃいますか。

○池ノ 上委員長

誰かおわか り ですか。

0隈本委員

膨大な評価ポイ ン ト がある と い う こ と は存 じ上げていますけれども 、 その中に入れる と 、

実は、 その評価ポイ ン ト を も らいたい病院は体制整備を推進する と い う こ と みこな り ません

か。

○上田理事

実は昨年、 バージ ョ ン 6 の改訂が行われています。 改定の機会に、 関係団体等か ら の提

言は議論される と 思います。

○隈本委員

例えば、 こ の再発防止委員会の報告書の要望先関係機関の と こ ろに 、 産科婦人科学会 と

か周産期 ･ 新生児医学会だけではな く 、 日 本医療機能評価機構の病院評価の項割こ是非入

れてほ しいみたいなこ と を入れた ら ど う ですか。 も し現在の評価項 目 に入っ ていないな ら 。

入っ ている かど う か、 ご存 じの方は どなたかい ら っ しゃいますか。

○福井委員

私は、 日本医療機能評価機構の評価委員会の委員を させていただいてお り ます。 付加機

能 と して緩和ケア と救急があ り ますが、 周産期や分娩施設に関する と こ ろは、 付加機能で

はあ り ません。 かつて付加機能 と して入れていただけないかと 、 利用者の方々 と 一緒に陳

情に伺った こ と があ り ますが、 お産の場だけを特別に取 り 上げる と 、 じやあ整形外科だっ

て 、 手術部だっ て と 、 色々 な こ と が出て く る か ら 、 それは無理で し ょ う と 言われま した。

産科病棟の混合病棟の問題と か、 マンパワーの問題を考える と 、 周産期関連を付加機能

と してき ちん と位置付けて も ら って 、 評価 しても ら う よ う な仕組みに、 是非 して頂き たい

と 思います。 そ う する と 、 岩下委員が言われたこ とや、 鮎澤委員が言われたよ う な こ と も 、

おのず と解決 してい く と思います。 病院機能評価の認定を受けているのは 3 4 %ですか ら 、

病院機能評価で全部フォ ローでき る訳ではあ り ませんが、 病院機能評価に位置付けても ら
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う こ と “ま 、 前に進むこ と "こな る と 思います。

○池ノ 上委員長

ど う ぞ。

○勝村委員

今 日 、 こ こ まで色々 な ご意見を聞かせて頂き ま したが 、 全て大事なこ と だと思います。

どれをやる 、 や ら ないではな く て 、 事務局は大変ですけれども 、 全部これは絶対やら ない

と いけない と思います。 思いつき で言っ ている のではな く て 、 長年にわた り ずっ と たま っ

ていた、 皆 さ んが思われていた課題を こ こ でよ う や く 形にする機会ができ た と い う こ と が

こ の委員会の意味だと思いますので、 やは り それは、 急ぎ全部やって頂き たいです。 評価

機構に関 しては、 こ こ に赤で書いてある こ と "こ関 しては、僕はやは り 最低限なんですか ら 、

評価する と い う よ り も 、 絶対や ら なければいけないと思います。

先ほ どの 田村委員のお話をお聞き している と 、 講習会で、 かつ産科医以外のス タ ッ フま

で講習を受けている と い う レベルになって く る と 、 よ う や く 機能評価で評価 して もいい と

かそ う い う 形になっ てい く と 思います し、 そ う い う フ ッ ト ワーク の軽さ は、 そ こ で どんど

ん思い切って事務局の方にやって頂かない と 、 そ う い う のを しんどいと思 う のではな く て 、

そ う い う 改革を してい く こ と が楽 しい と い う ぐ らいにな ら ない と 、 仕事は楽 し く な ら ない

と 思 う ので、 どん どん動か していっ て頂き たいな と思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 これは我々 、 周産期をやっている人間は、 病院の中では極めて

マイナーなグループです。 病院にた く さ ん色々 な動き がある 中で、 病院の機能評価で、 周

産期の部分は ど う なっ ていますかと く る と 、 病院の中での我々 のステータ スが上がってい

っ て 、 色々 なそ う い う 分野のイ ンセンティ ブにそれがつながっ ていき ます。 ですか ら 、 あ

る意味では、 今、 福井委員がおっ しゃ った よ う に 、 病院全体の中で、 周産期医療をやっ て

いる と こ ろは、 その周産期医療に対 して、 病院の中で ど う い う位置付けにそ こ が処遇 され

ていますかと い う よ う な と こ ろは、 大き な問題 と してポジテ ィ ブに動いてい く と思います。

○勝村委員

そ う ですね。 だか ら 、 そ う い う ふ う に後技監ら に 、 項 目 と して周産期の欄を急いで作っ

て頂かなき やいけない と 思います。 あ と でも っ と き っ ち り お話 し し よ う と 思っていますけ

れども 、 僕が思っている こ と は、 報告書の形が、 今、 そ う い う ふ う に議論 しているのをま

と める よ う な報告書では、 僕はぬるい と 思います。 それではだめで、 今言っている こ と を 、
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どん どんすぐに動いていって も ら って 、 その結果まで報告書に書き込まない と いけない と

思います。 そ う して 、 医療機能評価機構では、 今 こ んな議論が始ま っ た と か、 これは実現

した と か、 こ こではそ う い う 検討が始ま っている と か、 こ う い う こ と は要請 したけ ど ど う

なった 、 と か色々 な と こ ろに要請 しない と 、 こ こ だけでは何も動かせないわけですから 、

色々 な と こ ろにボールを投げて、 その投げた結果が ど う なってき たかまでを報告書に書い

ていかない と 、 報告書がただの、 ま と めで終わって しまい必要な改善ができ ない と思いま

す。 だか ら 、 是非そ う い う フ ッ ト ワーク の軽 さ で進めていっ て も ら たいな と思 う ので、 で

き る と こ ろか ら どんどんやっ てほ しい と い う こ と です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 では、 ど う ぞ。

○隈本委員

追加で申 し上げます。 要する に 、 も し現在の医療機能評価機構の評価ポイ ン ト に入っ て

いないんだとする と 、 それはやっ ぱ り これま でこ の新生児蘇生の重要性に関するデータ が

な く て 、 色々 な病院がや らなければいけないこ と の中の 1 つ と して埋もれてき た部分があ

る と思いますが、 ｢ま 割こ何人かのお子 さ んが不幸な結果になっている 、 新生児蘇生が も う

ち ょ っ と よかっ た ら な と思 う よ う な も のが産科医療補償制度の発足で見つかったので、 是

非 と も 医療機能評価機構の評価ポイ ン ト に してほ しい｣ と い う こ の要望をする と い う こ と

は、 色々 な科のお医者さんの意見をある程度抑えていける と い う 、 そ う い う 意味でも ポイ

ン ト が上がる と 思 う ので、 是非 と も こ こ をやっ て頂き たいな と 私は思います。 以上です。

○池ノ 上委員長

ど う ぞし

○上田理事

只今の勝村委員 と 隈本委員のご指摘ですけれども 、 確かに新生児蘇生の問題を改善する

ためには、 診療報酬の問題な どがあ り ます。 今後色々 な こ と を考えな く てはいけない と思

います。 ただ、 私ど も は今回は、 これまでずっ と議論 していますよ う に、 こ の年報をき ち

ん と 出 してい く こ と が大切だ と 思います。 原因分析報告書の中に記載されている教訓 と な

る も のを 、 でき る だけ拾っ て整理を します。 田村委員や各委員からお話があ り ま した 、 新

生児蘇生の問題に関 して 、 実際の臨床の色々 な状況な ども こ の機会にき ちん と整理を して 、

産科医療に携わっ ている 関係者に、 蘇生を改善するために提言 していき ます。 その よ う な

ものを 、 まず年報 と してま と めていき ます。 対象は、 9 ページのま と めにあ り ますが、 産
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科医療関係者に対する提言 と 、 それから 、 学会や国に対 して要望をま と めます。 先ほど岩

下委員か ら 、 システムの問題のお話があ り 、 色々 な角度か ら の議論も あ り ま した。 それを

産科医療関係者に どの よ う "こ提言する のか、 学会、 あ るいは、 国 ･ 自 治体に ど う 要望する

のか、 是非でき る だけ早 く ま と めて頂き たい と い う のが 1 点です。

同時に 、 先ほ ど、 勝村委員がおっ しゃ られた よ う に 、 年報を取 り ま と め る だけでな く 、

随時色々 な情報発信が必要です。 ですか ら 、 年報の取 り ま と めを行いなが ら 、 何が緊急的

な情報発信かな どの議論を しますけれども 、 まず年報を早 く ま と めていき たい と 思います。

それで、 今 日 の ご意見を整理 して、 でき るだけ早 く 報告書を出 したい と思います。 そ して 、

色々 な課題が見えてき ま した ら 、 さ ら に議論を続けたい と思っ ています。

○勝村委員

いいですか。 そ う 思っ てお られる のではないか と感 じているか ら 、 あ えて意見を言っ て

いる わけで、 報告書を作る こ と が こ の会の 目 的ではないので、 再発防止をする こ と が 目 的

なので、 報告書を先にま と めたい 、 ま と めたい と い う こ と ではな しに 、 今、 再発防止に向

けて動ける こ と 、 例えば、 産科婦人科学会のガイ ドライ ン と か、 小児科のガイ ドライ ンな

んかも 、 こ こ で学会に色々要望を、 学会にはこ う してほ しい、 ああ してほ しい と 言っ てい

る けれども 、 それに対 してかな り 早い対応で、 こ う い う 仕事を している 、 こ う い う ガイ ド

ラ イ ンになろ う と している 、 こ う い う こ と を今進めている と い う よ う な話が返されてき て

いる わけです。 提言を出 して 、 8 月 に提言が出 されている のをま と めるだけ よ り も 、 こ う

い う ふ う な提言を出 したけれども 、 それに対 して これだけ対応が出 されている と い う よ う

な 、 あ る程度回答も 出揃ってき て 、 でも さ ら に こんな課題が残っている と い う ふ う にま と

めた報告書に していってほ しいです。

医療機能評価機構の認定の中の条件に入れるべきだ と い う こ と を働きかけるんだった ら 、

こ の委員会か らすぐ働きかけて、 その結果、 条件に入ったのか入 ら ないのか、 課題になっ

たのか、 検討が されたのか、 検討に乗っ たのか乗 ら なかっ たのか と い う こ と が 、 再発防止

委員会 と しての国民に対する報告だ と僕は思います。 逆に 、 ただそ う い う こ と が課題と し

て挙げられま した と い う だけの報告書だった ら 、 実際、 いっ ど こ で誰がその課題を議論に

乗せて く れて本当 に動 く よ う になっ ているのかわか ら ないので、 そ う い う こ と “ます ぐ こ こ

か ら言ってい く と い う こ と が大事だと思います。 過去の議論の経過でも 、 そ う い う イ メ ー

ジ と い う のは、 僕は何度もお願い していたので、 動ける こ と は是非、 上田理事か らでも ど

ん どんあち こ ち電話する な ど して 、 医療機関に対 して色々 と原因分析委員会から提言が出
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されている こ と に関 して も 、 その医療機関が、 例えば今後 こ う い う ふ う るこする こ と が望ま

しい と 書かれている こ と に関 して 、 実際にそ う い う 改善策を したのか しなかったのか と い

う よ う な こ と なんかも報告書には確認を して書いてい く べきだ と 、 僕はそ こ までする必要

があ る と思っ ています。 実現する か ど う かわか り ませんけれども 。

原因分析報告書で書かれた提言が、 どんなふ う に再発防止に生かされてき たか と い う こ

と の答えまで、 原因分析の結果を一覧表にま と め るだけの報告書にな ら ないよ う に と い う

こ と を強 く お願い したいので、 上田理事、 よ ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長

小林委員か ら先ほ ど手が挙がっています。 お願い します。

○小林委員

提言に関する検討事項を L点追加ですが、 原因分析の中で、 例えば 4 ページの上のほ う

ですが、 医師ができ るだけ手術に専念でき る環境、 その 2 つ下の0で、 蘇生は児の出生直

後か ら行 う こ と が重要である と い う よ う な記載があ り ますので、 提言あるいは報告書のほ

う るこ 、 マ ンパワーの話も具体的に入れたほ う がいいのではないかな と 思います。 他ではバ

ッ ク &マス ク と か、 かな り 具体的な器具の話も あ り ますので。 これは具体的にい う と 、 少

な く と も児がち ょ う ど生まれる瞬間には、 医療者が 2 人いたほ う が望ま しい と い う こ と で

す。

○福井委員

いなければな ら ないです。

○小林委員

だから 、 それを明確に書いたほ う が、 必ず しも今のルニルではそ う ではないので、 そ う

い う こ と も マ ンパワーの人数について も 、 こ の提言な り 報告書に、 項 目 立てで入れたほ う

がいいかと思います。

○池ノ 上委員長

田村委員、 蘇生は助産師さ ん と か看護師さ ん と か、 そ う い う 方たちに も き ちっ と ト レー

ニング して 、 そ う い う 方たちができ る と い う 、 そ う い う ス タ ッ フ にいて も ら う と い う こ と

が 、 今行われている こ と ですれ

○ 田村委員

そ う です。 ですか ら 、 我々 の最低限と い う か、 一番大き な 目標は、 バ ッ ク &マス ク と 、

必要があれば心臓マ ッサージの組み合わせができ る と 。 それができれば、 9 0 %以上の赤
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ちゃんはそれで仮死蘇生ができ る のですから 、 挿管ま で しなければいけない子 ども は非常

にわずかだと い う こ と です。 特に新 しい 2 0 1 0 年版のガイ ドライ ンの中で、 従来は羊水

混濁があって赤ちゃんに活気がなければ、 挿管 して気管内吸引 しま し ょ う と なっ ていま し

たが 、 それが一応外されま したので、 あ る意味では助産師き んや、 あま り 挿管になれてお

られない方でも どんどん蘇生に参加でき る と い う ガイ ドラ イ ンにな り ま したか ら 、 む し ろ

医者以外のス タ ッ フ に も 、 是非やっ て頂き たいです。 それができれば、 必ず仮死で生まれ

た赤ちゃんの場合には、 その蘇生に専念でき る人が確保でき る よ う にな る と 考えています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 では、 そ う い う 新 しい蘇生の動き と い う のを 、 コ ンセ ンサス を

なるべ く 広げる と いった意味では 、 先ほ どの色々 な職能団体に、 早 く それを浸透させてい

く 。 その中の 1 つ と して 、 病院機能評価のほ う に も 、 これを少 しでも取 り 上げて も ら え る

よ う なア ク シ ョ ンを と っ て も ら えれば と い う 、 そ う い う 動き が同時にあればいいな と い う

こ と だろ う と 思います。

少 し時間が押 してき ま したけれ ども 、 あ と 学会 ･ 職能団体の と こ ろは、 大体今、 お話頂

いた と思いますが、 国や地方自治体の要望 と い う こ と がち ょ っ と残っ てお り ますが、 これ

についてはいかがですか。 例えば、 地方 自治体の公務員の兼業禁止を理由 になかなか蘇生

に行けない と か、 そ う いった と こ ろ を何 と か してほ しい と 。 県立病院の先生が開業医の先

生の と こ ろに蘇生に行けない と か、 結局、 マンパワーにつながっているわけです。 こ こ ら

辺も何か提言 して…… 、 田村委員、 ど う ぞ。

○ 田村委員

その点に関 して 、 先ほ ど岩下委員のおっ しゃ っ た 、 ハイ リ ス ク分娩の場合に、 そ う い う

こ と になれている周産期センターの 、 特に小児科のグループがお産の施設に出かけて行っ

て、 赤ちゃんを蘇生 して連れて帰ってき た り 、 自 分の と こ ろがいっぱいであれば、 よその

病院に搬送する 、 これはほ と んどボラ ンテ ィ ア活動です。 これについては、 保険改訂の旅

に毎回、 日 本未熟児新生児学会では、 それだけのマンパワー と 、 それだけ運転士 さ んも待

機させて、 高価なN I C U車を運営する と い う こ と で経費がかかるので、 保険点数を上げ

る こ と を要望 しています。 しか し 、 なかなか保険点数が上が ら な く て 、 ほ と んど持ち出 し

でそ う い う ボラ ンテ ィ ア活動を しています。 是非そ こ に対 して も 、 それ相応の保険点数を

つける と い う こ と を 、 国に要望 して もいいのではないかと 思います。

0池ノ 上委員長
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あ り が と う ご ざいます。 今 日 の蘇生に関 して も 、 やっ ぱ り 分娩の現場でのマンパワーの

問題と い う のはずっ と つき ま と っ ている 問題で、 それを現時点でやれる こ と には何がある

のか。 そ う する と 、 せっか く その地域の周産期システムができていて も 、 そ こ にいる人が

ルールで動けない と 。 実質は動けるんだけれ ど も 、 ル･ールで動けない と い う よ う な こ と は

非常に も っ たいない こ と なので、 今、 田村委員がおっ しゃ っ たよ う な こ と も 、 何 と かフ レ

キシブルな対応ができ る よ う な提言も必要だろ う と思います。

一応蘇生に関 しては、 随分先生方には…… 、 あ り ますか、 ど う ぞ。

○福井委員

戻っ て頂き たいんですけれども 、 学会 ･ 職能団体への要望の と こ ろで、 日 本看護協会、

日 本助産師会云々 の団体については、 何々 な どの受講を義務付ける よ う 強 く 要望する と 書

かれています。 書き方の問題なのかも しれませんが、 受講を義務付ける と い う のを ど う と

れば良いのか分か り ません。 普及啓発する こ と はでき る と 思います。 けれども 、 義務付け

られた と き に 、 職能団体と しての権限はないので、 限界があ り ます。 義務付け られる のは、

多分医療機関だろ う と思います。 従いま して 、 文章を整理 して頂き たい と思います。 日 本

看護協会 と しては、 普及啓発を担当 します し、 受講を推進する ための対策も考えます。 よ

ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長

わか り ま した。 はい、 ど う ぞ。

○鮎澤委員

報告書の作 り 、 今の福井委員のお話と も絡むのですが、 今お話が出ていた ｢ 4 . 今後の

産科医療向上のために検討すべき事項｣ 、 ｢ 5 , 学会 ･ 職能団体への要望｣ 、 ｢ 6 . 国 ･ 地方

自 治体への要望｣ は 、 原因分析報告書の中に書かれたそれぞれの文章を引っ張 り だ してき

ている ので、 全体 と しての整合性がある わけではないですよれ 団体や国に これを望むの

だっ た ら 、 医療機関に望むべきではないか、 またその言葉の使い方も 、 こ っ ちは ｢要望す

る ｣ で、 こ っ ちは ｢望まれる ｣ でいいのか と か、 そ う い う 思いが読み手に残 り ます。 その

あた り の整理が必要だと思います。

また 、 そのために 、 ｢ 4 . ｣ には、 ｢原因分析報告書において記載された内容を以下に示す｣

と い う 形でただ し書き が入っ ている のだ と 思いますが、 ｢ 7 . 胎児心拍数聴取について｣ は、

それ らの報告を踏ま えて こ の委員会が検討した こ と になる わけですから 、 ｢以上の よ う な報

告を踏ま えて 、 当委員会ではか く か く しか じかのこ と を提言 したい｣ と か、 使い分けがわ
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かる よ う な書きぶ り &こ して頂 く ほ う が 、 読み手に混乱がないのではないかと思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 ま さ に今、 魚群肇委員がおっ しゃ った通 り 、 今 日 はあ る程度事務

局でま と めて頂いた項 目 ご と 々こ 、 皆 さ んにフ リ ーにディ スカ ッ シ ョ ン して頂き ま した。 こ

れを も と にまた事務局でも う 一遍ま と めて頂いて、 最終的なま と めの と こ ろでは、 今の重

みづけ、 言葉のセ レク シ ョ ンみたいなの も含めてき ちっ と検討したい と思っ てお り ます。

はい、 ど う ぞ。

○隈本委員

しつこ いよ う ですが、 病院評価をやっぱ り やってほ しいです。 それを再発防止委員会 と

して提案するんだった ら 、 例えば、 今の原因分析報告書の 2 ) 、 3 ) 、 4 ) みたいに学会、

救急団体、 国 、 それがない と 要望する先がないこ と になっ て しま う ので、 む しろあま り 項

目別に分けな く て も 、 再発防止委員会の提言 と して 、 何々 に対 してはこ う してほ しい 、 何々

に対 してはこ う してほ しいみたいな感 じで、 別に こ の項 目 は、 原因分析報告書と 同 じ項 目

だてになっていますが、 それに こ だわ らず、 どこ でも提案でき る よ う に したほ う がいい と

思います。 形式 と しては、 あま り 原因分析報告書の書式に こだわ ら ないほ う がいいのでは

ないかと思います。

○池ノ 上委員長

項 目 と い う と 、 例えば、 蘇生 と かモニター と い う 項 目 ……

○隈本委員

そ う い う 意味ではな く て 、 要望先です。 学会 ･ 職能団体、 今の書式は全部、 原因分析報

告書の定型に基づいていますが、 それに こだわ ら な く て 、 も っ と こ こ に も言いたい と か、

あそ こ に も言いたい と かい う ものがある と 思いますので。

○池ノ 上委員長

それはま た再発防止 と い う 観点か ら 、 も っ と 幅広 く 考え る必要があろ う と い う こ と です

為 わか り ま した。

○隈本委員

つま り 、 項 目 をいちいち片括弧で分ける必要はな く 、 再発防止委員会の結論 と してこ う

すべき である と い う こ と で、 要望先は自 由 に書ける よ う に したほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長

わか り ま した。
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○上田理事

ま と め方も含めて、 先ほ どの勝村委員のご指摘も 1 つの論点です。 こ の報告書の位置付

けを ど う 考え る か、 ただ今の医療機能評価に取 り 上げる こ と についてはこ う い う 考えで取

り 上げる 、 あ るいはこ う い う 考え方で取 り 上げない と か、 その辺は論点 と して整理させて

頂き ます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 それでは、 と り あ えず、 まず蘇生の と こ ろはひ と まず終わ らせ

て頂いて、 分娩中の胎児心拍数聴取についてご議論を頂き たい と 思います。 それでは、 説

明をお願い します。

0事務局 膝脇)

ご説明 します。 團圏をご覧下さ い。 2 つ 目 のテーマ、 胎児心拍数聴取々こついて｣ ですo
公表 した事例の う ち 、 分娩中に胎児心拍数聴取が行われた についてを分析対象

と しています。 こ の圃鬮の う ち 、 胎児心拍数聴取の間隔不足、 それから装着時間の不足
と評価された ものが團囮あ り ま した。 こ の鬮について、 原因分析報告書に記載されてぉ
り ます脳性麻痺発症の原因、 医学的評価、 今後の産科医療向上のために検討すべき事項の

胎児心拍数聴取の間隔について、 テーマ分析に必要な内容を抜粋 して取 り ま と めている も

のが鬮鬮ですo
先ほ ど蘇生の部分でですが、 圏圏と して 、 新生児蘇生についての表、 分析々こ当 た って

必要な資料を作成、 ご提示 させて頂き ま した。 鬮圏について も 、 似た ょ う な形で資料を
提示 させて頂き ま した。 蘇生については、 原因分析報告書の内容を変えずに作成 していま

す。 今回の胎児心拍数聴取に関 しては、 テーマに沿った分析の視点で、 必要な情報を抽出

し、 若干加工 したよ う な形で資料を提示 しています。 今後の分析に当た り ま して 、 先生方

に見て頂 く 際におき ま して も 、 どち ら の よ う な形が分析 しやすいかについて も併せてご検

討頂ければ と 考えています。

それでは、 続いて圓圓を、 澤田客員研究員のほ う か ら ご説明 させて頂き ますo
o池ノ 上委員長

では、 澤田先生、 お願い します。

○澤田客員研究員

先ほ どの新生児蘇生について と 同 じ よ う な作 り になっ ています。 まず概況です。 先ほ ど

も 申 しま した よ う に 、 鬮鬮の分娩中の胎児D拍数聴取の事例こついての検討が されてい
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ますo 最後の 3 行です。 C T Gの装着時間が不足 と評価された事例が薑、 間欠的胎児心
拍数聴取の間隔が不足 と評価された も のが皿ぁ り ま した。

2 です。 事例の概要で、 今回量馴の事例を載せさます。 ま網鬮ですが、 診療所
の事例です。 これP

で、 されていま したが 、

です。 医学的評価と しては、 子宮内感染が疑われた と き には、 C T G 、 あるい

は頻回の間欠的胎児心拍数聴取が必要である と い う こ と で、本事例では施行されてお らず、

配慮に欠ける と い う こ と が書かれています。

鬮圏です。 これは助産所の分娩です。 間欠的心拍数聴取だけで全て分娩こ至った事例
で、 聴取を した時間が書かれていますが、 最大で 、 間があいていた と い う こ

と が妥当性に欠ける と い う 事例です。

圏團です。 これは診療所の事例で、 分娩総々こ 当た り 、 C T Gが行ゎれていなかった
こ と 。 ま た 、 無痛分娩を施行 している と き に C T Gが行われていなかっ た こ と が標準的で

ない と い う 事例です。

3 です。 分析対象事例における胎児心拍数聴取の問題点。 これも原因分析報告書で指摘

された も のを項 目 に分けて挙げています。 まず 1 ) 原因分析に必要な胎児心拍数に関する

記録不足です。 、 連続的な監視記録がないために判断でき

なかっ た と い う 事例が書かれています。

2 ) C T Gの必要性の認識不足。 これは子宮内感染がある と きや、 分娩誘発中、 胎動感

消失な どがある と き に C T Gが施行 されていなかっ た と い う こ と が書かれています。

3 ) 間欠的胎児心拍数聴取の必要性の認識不足。 分娩第 I 期であっ て も 、 3 時間心拍数

聴取を行っ ていなかっ たこ と 。 また 、 分娩第□期において 、 胎児心拍数を一度も聴取 して

いなかった こ と が書かれています。

4 ) 間欠的胎児心拍数聴取と C T Gの選択についてです。 ド ッブラ によ り 胎児徐脈の所

見を判断していた事例があ り ま した。 2番割ま、 子宮内感染が疑われている状況で、 間欠

的な心拍数聴取は していま したけれども 、 C T Gが行われていなかった と い う こ と が書か

れています。

4 番、 今後の産科医療向上のために分娩機関が検討すべき事項です。 1 と して 、 C T G

が必要 と される時期です。 メ ト ロ イ リ ンテル挿入前、 入院時や破水直後、 分娩第ロ期な ど、

状況が変化 した際。 陣痛促進剤を使用 した分娩誘発時。 子宮内感染が疑われる と き 。 硬膜
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外無痛分娩が実施されている と き 。 遅発一過性徐脈の胎児心拍数の異常を認める と き 。 分

娩第 I 期であ るが 、 既破水で羊水が赤色を呈 してお り 、 胎児心拍数に注意が必要だと 判断

した と き 。 胎動感消失を訴えた妊産婦を来院させた と き です。

2 ) と して、 間欠的胎児心拍数聴取の間隔についてです。 日 本ではガイ ドラ イ ンがな く 、

F I G 0やWH0 、 A C O Gのガイ ドラ イ ンを参考に、 原因分析が されています。 低 リ ス

ク分娩の場合の間欠的胎児心拍数聴取 と C T G について、 C T G を実施 しないのであれば、

低 リ ス ク と それ以外の妊産婦の明確な判断基準を設ける必要がある 。 間欠的心拍数聴取で

は、 徐脈の波形までは判断でき ないこ と の認識を深め る必要があ る と い う こ と が書かれて

います。

次に 、 5 番です。 学会 ･ 職能団体への要望です。 分娩中の胎児監視を ド ップラ聴取で行

う 際の 、 具体的かつ詳細なガイ ドラ イ ンが早急に作成される こ と を要望する 。 4 番 目 と し

て 、 学会から推奨される標準的な方法が示されていないので、 低 リ ス ク妊娠及び低 リ ス ク

分娩の定義を明 らかに し、 低 リ ス ク分娩での監視方法のガイ ドラ イ ンを作成する こ と が望

まれる 。 5 番 目 と して 、 小規模な診療所でも実施可能な指針を示すこ と が望まれる。

6 番です。 国 ･ 地方 自 治体への要望です。 専門家の職能団体が ド ップラ聴取に関するガ

イ ドラ イ ンを作成する と い う こ と です。

以上 6 までが 、 先ほ ど と 同 じ よ う に原因分析報告書に記載されたこ と をま と めた と こ ろ

です。 次に 7 番 目 と して 、 胎児心拍数聴取について。 2 0 1 1 年にガイ ドライ ンが改訂さ

れますので、 その新 しいガイ ドラ イ ンが載せてあ り ます。

8 、 ま と めです。 原因分析報告書で書かれたこ と と 、 2 0 1 1 年に出 されるガイ ドラ イ

ンの内容がほぼ同 じ こ と が書かれてお り ま して 、 基本的には適切な時期に C T G 、 ま たは

ド ッ プラ に よ る 間欠的胎児心拍数聴取を行 う こ と を 、 まず赤の中に書かれています。

次に 、 2 ) 学会 ･ 職能団体に対する要望です。 ①我が国の分娩を取 り 扱 う 専門家の職能

団体に、 分娩中の胎児監視を ド ップラ聴取で行 う 際の具体的かつ詳細なガイ ドラ イ ンの早

急な作成。 ② 日 本看護協会、 日 本助産師会等の団体における標準的な分娩管理について会

員への啓発、 情報提供の さ ら な る推進。 ⑧低 リ ス ク妊娠及び低 リ ス ク分娩の定義の明示、

及び低 リ ス ク分娩での監視方法のガイ ドラ イ ンの作成。 ④分娩中の分娩監視装置または ド

ップラ法に よ る胎児心拍数の確認方法について、 小規模の診療所でも実施可能な指針の明

示。 以上です。

0池ノ 上委員長
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ど う も あ り が と う ご ざいま した。 分娩中の胎児心拍数の監視についてですが、 先ほ どの

蘇生 と 同 じ よ う なス タ イルでま と めて頂き ま した。 いかがですか。

○岩下委員

提言はよ く わか り ますが、 学会 ･ 職能団体に対する要望 と い う と こ ろで、 ド ッ ブラ聴取

で行 う 際の具体的、 詳細なガイ ドラ イ ンの早急な作成 と い う のは、 我々 と して も求めたい

と こ ろですが 、 でき ない と い う か、 わか ら ない と い う のが現状なわけです。 世界的にコ ン

セ ンサスが得 られている よ う な事象があって 、 我々 が提言できればいいのですが、 なかな

かそ う ではない と い う こ と です。 個々 の事象か ら抽出 した も のだけでガイ ドライ ンを作っ

て しま う と 、 今度はそれがひ と り 歩き して裁判時の判定材料に使われるわけです。 だか ら 、

よ ほ どエ ビデンスがあって 、 こ こ ま では と い う も ので、 ド ップラ聴取に関 して作れるかと

い う のは、 非常に難しい と こ ろがあるのではないか と僕は思います。

○池ノ 上委員長

確かにそ こ は難 しい と こ ろで、 例えば、 こ の事例にあっ たよ う に 、 1 回 も

聞いていない と かい う のは、 それはち ょ っ と 無理で し ょ う と い う よ う な こ と は、 コ ンセ ン

サス を得 られる と思います。 ですか ら 、 余 り に も外れている も の と 、 非常 "謠微妙にス タ ン

ダー ドから少 し外れている と い う と こ ろ あた り の取 り 扱いあた り か ら 、 再発防止 と い う 観

点でいかない と 、 ずっ と提言でき ないん じゃないかと い う 気が 、 私は さ っ き 聞き なが らそ

う い う ふ う に思いま した。

○岩下委員

子宮 ロ が何センチ開いた と か、 陣痛間隔が何分になった ら何分間隔で聞 く と か、 そ う い

う 細かい提言は難 しいので、 分娩進行中に、 それは何分にするかわからないけれども 、 3

0 分に 1 回聴取する と か、 ご く 大まかな提言 しかでき ない と 思います。 分娩経過中に一回

も児心音を聴取 しない こ と は、 産婦人科医に と っ ては非常識だと 思いますが。

○池ノ 上委員長

現実に起こ っている わけですよね。 だか ら 、 現実に起こ った ら 、 これはまずいですと言

わない と いけないのではないかと思います。

○岩下委員

その程度の勧告 しかでき ないで し ょ う ×蘂

○池ノ 上委員長

魚趨矮員、 ど う ぞ。
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○鮎澤委員

すみません、 お先に。 頂いた原因分析報告書の中には 、 結構 ｢ガイ ドラ イ ンを作成する ｣

と い う 文章が出て く る のですが、 これはそんなに簡単な こ と ではないだろ う と 思いなが ら 、

読んでいま した。 それを取 り ま と めれば、 こ の委員会でも ｢ガイ ドラ イ ンを作成する ｣ と

い う 話になる ので し ょ う けれど も 、 原因分析委員会では作る こ と ができ る と い う ふ う に進

んでき ている ので し ょ う か。 原因分析委員会でも 当然同 じ よ う な議論があって 、 ガイ ドラ

イ ンを提言と して入れよ う と い う こ と になっているのだら思いますが、 実際に作っ ていこ

う と い う こ と で報告書が書き上げられて く るので し ょ う か。 それが上がっ てき て 、 ま と め

て こ こ で、 こ こ では無理よ と い う 話では少々酷だと思いますけれども 。

○池ノ 上委員長

ガイ ドライ ンにないので困っている よ と い う よ う な雰囲気だと思います。 作るべきだ と

い う ふ う に 、 当然作れる はずだか ら作 り な さ い と い う ニュ アンスではないよ う に僕は思い

ます。

○鮎澤委員

皆さ ん、 そ う い う 思いで書いている と 。

○池ノ 上委員長

ではないかと思いますが、 川端委員、 いかがですか。

○川端委員

そ う です。 おっ しゃ る通 り で、 原因分析委員会の委員長は、 今、 岡井崇先生です。 彼は、

ガイ ドラ イ ンの作成、 2 0 0 8 年の と き に 、 評価委員長をやっていた と思います。 ですか

ら 、 ま と めた先生は非常に よ く 知っている はずです。 ガイ ドライ ンの限度 と い う か、 臨床

でのガイ ドラ イ ンの難 し さ をわかっ ていて、 その上で、 こ う い う のが随分出てき ている の

で、 私は これを見ていて、 ああ、 あ った らいいな と は思 う と い う 感 じで見ていま した。

○鮎澤委員

その難 し さ を踏ま えて何らかの形で、 今委員長がおっ しゃった よ う に 、 何かこ う してい

けばいいんだと い う 、 何 と い う 言葉を使えば正 しいのかわか り ませんけれ ども 、 何力羊i断

基準になってい く よ う な も のが発信できればいい と い う と こ ろになる のですか。

○池ノ 上委員長

ですから 、 き ちっ と した学問的な裏づけを待っていては、 その間 、 指の間か ら漏れてい

く 事象がた く さ んある ではないか と 。 それを何 と かする と すれば、 せめて何かの基準を、
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テンタテ ィ ブにでもいいから応用 した ら ど う か。 それでF I G Oだ と かWHOだ と か、 色々

な と こ ろがそれぞれの根拠に基づいて出 しています。 それが必ずしも 、 いわゆるサイ エン

ス と してのディ スカ ッ シ ョ ンに裏打ち された も のではない。 その国の事情だと か、 その社

会の状況だと か、 そ う いっ た社会的な状況か らガイ ドラ イ ンが決め られている部分があ り

ます。 だけれども 、 せめてそ う い う こ と も考慮 しなが ら 、 何か考えていった ら ど う ですか

と い う よ う な と こ ろが 、 今の現状ではないかと思います。 ど う ぞ。

○隈本委員

今、 私も原因分析委員会にいて、 部会の審議に も参加 している ので、 ま さ みこ池ノ 上委員

長おっ しゃ っ たよ う に 、 こ こ は本当 は何ら かの医学的評価を したいんだけれども 、 それに

ついてのガイ ドラ イ ンがあるか と い う と 、 ガイ ドライ ンがない。 だから 、 原因分析委員の

先生が ｢私な ら こ う する が｣ みたいな報告書を作成する と き に 、 最後の ｢今後の改善事項｣

の と こ ろに 、 是非学会 と してのガイ ドラ イ ンを作っ てほ しい と 書き込むわけです。 これが

実は、 現場の皆さ んの本当 の叫びだと思います。

それを受けて、 ガイ ドラ イ ンを作っ てほ しい と い う ふ う に言 う の も 、 こ の再発防止委員

会の仕事ではないかな と思います。 と い う のは、 原因分析報告書は、 それぞれ部会の先生

が審議 しなが ら作っ た一つ一つの現場の叫びなんですが、 こ の叫びを反映 した原因分析報

告書本文は当該分娩機関 と 当事者の方に しか行かない。 イ ンターネ ッ トで公表 される のは

概略 しかないわけです。 非常に一生懸命審議して、 例えば、 心拍モニターを取る機械があ

る のに使わずに、 ド ッ プラで診断していま した と い う 分娩機関も ある わけです。 そ この分

娩機関が、 機械はある こ と “まあるんだけれども使っ ていなかった と か と い う と き に 、 本当

はその機械を使え よ 、 と い う のがその原因分析委員の心の叫びなわけです。 で も 、 心拍モ

ニターを使わなかっ た こ と が即絶対おか しい と 書けないか ら 、 早 く ガイ ドラ イ ン作っ て く

れ と い う こ と にな る わけです。 も ちろん医学的根拠を調べた上でガイ ドラ イ ンを作ってほ

しい と 。 こ う い う も のをた く さ ん集めて、 是非ガイ ドラ イ ンを頑張っ て作って下 さい と い

う こ と を言 う の も 、 我々 の再発防止委員の仕事なのではないかと 思います。

現に診療ガイ ドラ イ ンの う ちの一部は、 明確なエ ビデンスがな く て も 、 専門家の意見の

集約 と い う 形で、 こ う やったほ う がいいに決ま っている と い う 合意だけで作られている部

分も あ り ます。 だから 、 そ う い う 項 目 に是非入れてほ しいな と い う 気持ちが 、 こ の原因分

析報告書に込め られているわけですから 、 それを受け取っ て 、 再発防止の提言と してま と

めてい く の も 、 我々 の仕事だと 思っ ています。
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○池ノ 上委員長

石渡委員長代理、 お待たせ しま した。

○石渡委員長代理

色々 な レベルがあ り ますけれども 、 例えば、 先ほ ど岩下委員が言われた、 2 時間 も全然

児心音の聴取を していないなんて、 これは論外ですよれ それか ら 、 入院 した と き に何も

聞いていない と い う の も全 く 論外な話で、 そ う い う 当た り 前のこ と と い う のは、 早 く やっ

たほ う がいい と い う こ と は どん どん提言すべきだと思います。 それから 、 あ と ガイ ドラ イ

ンの作成については、 私は本当 は再発防止委員会のほ う で、 学会等 と調整 しなが ら 、 あ る

程度作っ てい く も のではないかな と い う こ と も何 と な く 思います。 産婦人科の中では、 こ

う い う ガイ ドライ ンができ て 、 これも ある程度会員の コ ンセンサス を得てでき上がっ てい

る も のですけれども 、 これも完璧な も のか と い う と 決 してそ う ではあ り ません し 、 こ う い

う ガイ ドラ イ ンが 、 例えば訴訟等々 の裁判で利用 される こ と は当然ある こ と なので、 その

辺の と こ ろは非常に悩ま しい と こ ろなんですけれども 、 やは り 再発防止委員会の中で少 し

先生、 そ う い う 方向性をつけたガイ ドライ ンみたいな も の を考えてい く こ と が、 これはす

ぐにはでき ないこ と ではあ り ますけれども 、 それも重要なこ と ではないか と 思います。 ま

ずは と にかく 今や ら なき やいけないこ と を 、 す ぐこ う しま し ょ う と い う こ と は、 先生、 提

言 したほ う がいいのではないか と 思います。

○池ノ 上委員長

確かに個々 のケース を原因分析委員会は分析 してい く わけです、

皿 と 。 そ ぅ する と 、 個々 の事例上の重要なポイ ン ト と かが浮かび上がって く る わけですo
それをマス と して見る と い う 視点も あわせている のが 、 こ の再発防止委員会です。 そ う す

る と 、 そ う い う マス と して見た と き に 、 先生言われる よ う に、 これは皆困っ ていて、 ど う

した らいいかわか らない と 。 しか し 、 学問 と しての最終的な結論を待つにはち ょ っ と 時間

がかか り そ う だ と い う と き に、 それは学問の世界と は別に、 あま り 大き な ミ ス を犯 さ ない

程度の方向性を、 あ る程度提言する と いったこ と が、 本当 はやっぱ り 必要になって く るか

も しれないです。 その リ ス ク を冒 しきれるか と い う 、 その度胸がある か と い う と こ ろ も あ

る こ と はあ り ますけれども 。 勝村委員、 ど う ぞ。

○勝村委員

ガイ ドラ イ ンの一般論 と しての議論は理解でき ますけれども 、 こ の問題に関 しては、 そ

んな話ではない と 思います。 と い う のは、 日 母の時代から 、 こ の レベルは全部だめだ と ガ
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イ ドラ イ ンな どで言っています。 に もかかわ らずこ う なっている ので、 だか ら 、 ずっ と言

っ てき ていて も これだか ら 、 や り よ う がないか ら 、 こ こ に書いてある要望は逆を言ってい

る わけです。 こ う い う 場合は監視をつけな さ い と 言って も聞かないか ら 、 では ド ップラで

いい場合と い う のは こ う い う 場合だけだ と い う 言い方を 、逆の言い方を してみよ う か と か、

ハイ リ ス ク の場合はこ う すべき と いっている のにやられていないか ら 、 低 リ ス ク と い う の

は ど う い う も のなのか と い う のを示そ う と 、 僕はそ う い う ふ う に しか見えな く て 、 ガイ ド

ライ ンの議論はも ちろん してい く べき だ し、 今、 石渡委員長代理がおっ しゃ っ た よ う に 、

こ こ で色々 なガイ ドラ イ ンを出 してい く と い う こ と も 、 も ち ろんすばら しい こ と だと思い

ます。

残念なが ら今出てき ている こ の事例の再発防止 と い う 意味では、 僕はすごく 関心がある

のは、 報告書に是非書いてほ しいのは、 それぞれの医療機関に関 して提言 している わけな

ので、 それぞれの医療機関がそれに対 して ど う する と い う ふ う に回答 したか と い う こ と が 、

再発防止には一番大事だと思 う ので、 そ こ は是非報告書に載る よ う な形に してほ しい と思

います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 さ っ き石渡委員長代理が言われた よ う に 、 これは論外だよ と 。

これは論外である と い う こ と を ご本人たちが認識する よ う な報告の仕方 と いいますか、 表

示の仕方が必要です。 ひ ょ っ と した ら 、 マジ ョ リ テ ィ ーはこ う なのかも しれないと思って

いるかも しれないんです、 こ の人たちは。 他の人も こ んな こ と をやっ ているかも しれない

と思っ ているかも しれないです。 だけ ど、 あなたはた く さ んいる産婦人科医の中のほんの

一部ですよ 、 こんなこ と をやっている のは と い う よ う な こ と がそ う い う 人たち伝わってい

く よ う な、 そ う い う と こ ろが再発防止委員会から 出 していかない と いけない具体的なアク

シ ョ ンだろ う と 思います。

ですか ら 、 そ う い う 意味でのガイ ドラ イ ンみたいな、 ち ょ っ と レベルが低い と 言えば低

いんですけれども 、 まずはそ こ ら辺から 、 分娩監視装置に関 してはやってい く 。 蘇生に関

しては、 先ほ ど色々 かな り システマテ ィ ッ ク なお話も 出ま したけれども 。

○勝村委員

今ま と めて頂いた こ と は、 すご く 良いま と めを して頂いた と 思いますが、 でもやっ ぱ り

そ こ で被害が起こ っ ています。 皆 さ んから した ら ど う なっ ているんだと い う と こ ろです。

僕は、 そ う い う と こ ろはずっ と そ う だった と 思っている し 、 だか ら今も こ う なっ ている と
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思 う ので、 やっ ぱ り そ こ を と めにいかな く てはいけな く て 、 気持ち と してわかる のは、 皆

様の よ う な人か らする と 、 そ う い う レベルの こ と に真剣になる と い う こ と が 、 なかなかそ

う い う 時間を割 く こ と がなかった と 思いますので、 これは素直にそ う い う 今おっ しゃっ て

頂いた よ う な提言の仕方を是非 して も ら う こ と が、 全てに対する信頼と かそ う い う も のに

対 して 、 一番大事なこ と だと思います。 是非お願い したい と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 ど う ぞ。

○隈本委員

今、 2 つの こ と が一緒に議論されている と思いますが、 1 つは、 今、 既に、 例えばア ト

ニンをやっ ている と き は心拍モニターをつけま し ょ う と い う よ う な場合、 これは既にガイ

ドライ ンに も あ る も のであっ て、 それに違反 している ケースが幾つかある から 、 それはち

ゃん と しま し ょ う と い う こ と ですれ ガイ ドラ イ ンに既にある も のについては、 ス ト レ-

ト に守 り ま し ょ う と 提言 してい く と い う こ と でいいと思います。

ただ、 今 、 ド ッ プラ聴取の間隔を ど う すべきか と い う こ と については、 今の と こ ろ明確

なガイ ドライ ンがないので、 そ こ は ど う し よ う か と い う 議論にな り ます。

こ の中の幾つかは、 明 らかにガイ ドライ ンに さ え違反 している のだか ら 、 これはちゃん

と し よ う よ 、 と い う こ と を要望 します。 一方で、 まだガイ ドラ イ ンがないために 、 こ の報

告書の中でも評価でき ないも のについては、 ガイ ドラ イ ンを作ってき っ ち り しま し ょ う よ

と 提言する わけです。 だっ て 、 2 時間半放置 していて も ｢ガイ ドライ ン違反 じゃないんだ

から 問題ない｣ と 開 き直 られた ら 困 る で し ょ う と い う と い う こ と であっ て 、 だか ら 、 若干

医学的に問題がある こ と については、 も う 医学的評価も している し、 再発防止を して下さ

い と も言っ ている ので、 そ こ はちゃん と 書き 、 ガイ ドラ イ ンがないためにそれができ ない

と い う 部分は、 新たに作っ てほ しい と 、 こ の委員会が言 う 、 と い う のでは ど う ですか。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 子宮内感染がある と き に ど う するかもそ う なんです。 本当 にエ ビデンスが

ない し、 き ち っ と 打ち出せないのです。 だか ら 、 注意深 く や り ま し ょ う ぐ らいの と こ ろに

なって しま っ ています。 だけ ど、 限 り な く 注意深 く っ て どんなこ と ですか、 何を ど う した

らいいんですかと い う のは、 現場の人たちはも のすご く 今、 密往左往 して迷っています。

で も 、 やっ ぱ り 感染絡みの分娩中のイベン ト と い う のは、 結構集ま ってき ます。 た く さ ん

あ り ます。 これはも っ と 皆で真剣に考えま し ょ う よ 。 意外 と こ の問題は重要ですよ と 気づ
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く のが、 こ の委員会だと思います。 ですか ら 、 そ こ ら辺をき ちっ と 拾いなが らやる と い う

こ と と 、 石渡委員長代理がおっ しゃ った よ う “こ 、 明 ら かに これは論外ですと い う も のはき

ちっ と 言ってい く と い う こ と だろ う と 思います。

時間が随分押 して しまいま したけれども 、 全体 と していかがですか。 ど う ぞ。

　　　　　　

すみません。 今回の報告書の作 り ですが、 前回の蘇生の と こ ろは、 提言の文体が ｢整備

する こ と ｣ ｢確認する こ と ｣ と い う ふ う に 、 何をすればいいのか と い う こ と がかな り 明確に

示された文章になっ ていますが、 今回のま と めのほ う は、 項 目 だけが挙げられていて、 提

言 と して 、 だか ら ど う なの と い う のが具体的に見えない形になっています。 こ のあた り は

やは り これか ら続いてい く ものですので、 どの よ う な書きぶ り みこ してい く のか と い う こ と

について も 、 整理 して頂 く のがいいのではないかと思います。

○池ノ 上委員長

ま さ みこそ こ はおっ しゃ っ た、 分娩監視と新生児蘇生の根本的みこ持っ ている 問題点の違い

がある と こ ろで、 分娩中の胎児の監視を適正に行 う み こは と い う 問題 と 、 産まれてき て 、 こ

こ で呼吸、 心拍 、 循環がおかしい赤ちゃんに ど う する か と い う 具体性のギャ ップだ と 、 先

生 みま感 じてお られている のはそ こ で みまないかと思います。 ですから 、 先ほ どから 、 ガイ ド

ライ ンになかなか近づき きれない と か、 ク リ アになれない と い う 部分が、 ま さ るこ今出てき

ています。 で も 、 どこ かよ り どこ ろになる よ う なステ ッ プ と い う か、 現場でやっ ている人

が こ こ につかまればいい、 こ こ をつかまればいい と い う よ う な ものが出て く れば、 何と か

いいかな と 。 でも 、 先生がおっ しゃ る よ う みこ 、 次回やっ て頂き ますが、 こ の後の医療介入

も含めて、 書きぶ り と して みま全体の整合性を と ら ない と いけない と は思っ ています。

他にいかがですか。 ど う ぞ。

○隈本委員

書きぶ り で一言。 1 ページ 目 の 1 の一番下の行は、 ｢間隔が不足｣ と い う のは 、 日 本語 と

しては間隔が足 り ない と い う こ と になっ て しま ます。 実際には、 間隔が長過ぎる と い う こ

と ですまね。 だか ら 、 間隔が不足 と い う 表現はち ょ っ と おか しいかな と思います。 ｢間欠的

胎児心拍数聴取の間隔が長過ぎる ｣ のほ う がいいのでるまないですか。

0池ノ 上委員長

間隔が不足、 はい。 ど う ぞ。

○勝村委員
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最初の議論だと思 う ので、 強 く も う 一度最後にお願い しておき たいのですけれど も 、 提

言 と い う のはあ く ま でも原因分析の報告書の段階で、 僕は提言は されている と思います。

その提言 された ものを半年に一度ま と めている と い う こ と だけでは意味がないです。 提言

と い う のは、 された瞬間に提言 されている と僕は思 う ので、 その結果が ど う なっ た 、 ど こ

まで進んだ、 何ができ た 、 何が課題で残っている と い う 報告書に是非 して頂き たいので、

原因分析で出 された提言をま と め る のが僕 らの仕事ではな く て 、 それぞれが どこ ま でその

提言を生かしていけたか と い う こ と を 、 半年に一度みずか ら振 り 返る よ う にま と めてい く

と い う 形で、 是非報告書をお願い したい と 、 改めて要望 します。

○池ノ 上委員長

最初のス タ ー ト で少 しス ピー ドが乗 ら なかっ たので、 全体のスケジュールが少 し押 し気

味で今き ています。 ですか ら 、 これか ら大体こ んな雰囲気で どん どん どん どんス ピー ドア

ッ プしていけば、 今、 勝村委員がおっ しゃ ったよ う な と こ ろ までいけ る のではないか。 ま

ず最初は、 き ち っ と した報告書、 それか ら 、 先ほ どの論外ですよ と い う のはま た別で取 り

扱 う と して 、 報告書の形と か報告書の重みづけだ と か、 言葉のセ レク シ ョ ンだ と か と いっ

た こ と を 、 まず今の時点ではやら ざる を得ないのではないか と 思います。 これがあ る程度

ルー ト に乗っ て 、 あ る程度ス ピー ドア ップ した ら 、 今、 勝村委員が提言される よ う な こ と

にまで踏み込んでいける のではないかと思っていますので、 それも非常に重要な こ と だ と

受け と めています。

他にいかがですか。 分娩時の胎児心拍数聴取についてのご議論にあま り 時間を とれませ

んで したけれ ども 、 場合に よ っ ては次回、 今度は医学的介入をする前後の対応について と

い う こ と を集中的に議論頂こ う かと思っていますが、 その と き に今回、 ど う して も これは

議論 しておき たかっ た と い う 問題があっ た ら 、 その と き に して頂いて も結構ですので、 そ

う い う 段取 り でや らせて頂き たいと思いますが、 よ ろ しいですか。

○上田理事

これまでの議論は、 私 ど も事務局で整理 して 、 さ ら に審議を深めて頂ける よ う に準備 し

ます。

○池ノ 上委員長

そ う ですれ ですから 、 次回は、 今 日 の こ のテ-マに沿っ た分析、 いわゆる 4 ) の続き

と い う こ と で、 開かせて頂き たいと思います。 よ ろ しいですか。

○隈本委員
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1 つだけ。 2 0 1 1 年のガイ ドラ イ ンに載っ た 3 セ ンチの件は、 こ の範囲に入 り ますか、

胎児心拍モニターのチャー ト は一分間あた り 3 センチのほ う がいいよ と い う のは、 これに

入 り ますか。

○池ノ 上委員長

これ と いいますのは ?

○帳本委員

胎児心拍数聴取についての項副こ入 り ますか。

○池ノ 上委員長

間隔ですか。

○隈本委員

間隔ではな く て 、 心拍モニターのチャー ト が一分間あた り 3 セ ンチ、 1 センチの問題で

す。

○池ノ 上委員長

それが何になる 力} … ･ ･

○隈本委員

今回の こ の分娩中の胎児心拍数聴取についての検討項 目 の中に入 り ますか。

○池ノ 上委員長

ど う ですか。 それは原因分析委員会から は ど う な っていますか。

○上田理事

今回の報告書に取 り ま と め る のは、胎児心拍数聴取が必要な と き に行こ と に関 してです。

今回は。

○隈本委員

今まで 1 セ ンチ論者 と 3 センチ論者がいて、 ガイ ドラ イ ンには書き込めなかった と こ ろ

が 、 新 しいガイ ドラ イ ンでは 3 センチになる と い う 話を聞いたこ と があ り ますが。

○福井委員

2 0 1 1 のサンプルに、 3 セ ンチ と も う 書かれています。

○上田理事

3 セ ンチ、 B です。

○福井委員

今回はAで書いてあ り ます。
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○池ノ 上委員長

今、 手元にある これではB と 書いてあ り ます。

○隈本委員

B ですか。 これは検討する対象にな り ますか。

○池ノ 上委員長

おそ ら く 審議を伴 う 議論の 1 つだと思います。 背景は、 ヨ ー ロ ッパのグループは、 1 セ

ンチ と い う グループが結構います。 ア メ リ カ のグループは 3 センチで、 ヨ ー ロ ッパの人 と

ア メ リ カの人が一緒にな り ます と 喧々諄々 で、 1 セ ンチだか らわか ら ない と か、 3 セ ンチ

だから わかる と か、 いや、 おれは 1 センチでもわかる と か、 その レベルの議論が行われて

います。 でも 、 実際に見て、 こ こで も見て頂いた と 思いますけれども 、 僕は 3 セ ンチで ト

レーニングを受けたからそ う だ と 言われる のですけれども 、 明 らかに 3 センチのほ う がわ

か り やすい と い う こ と があ り ますが、 まだき ちっ と 出すほ どのエ ビデンスの背景がないで

す。

○隈本委員

そ う です表為 ただ、 今までの原因分析報告書は、 全て 1 セ ンチのケース については、

3 センチに したほ う がいい と い う ふ う に、 今後の提言の と こ ろにみんな書いてあ り ます。

○池ノ 上委員長

産科婦人科学会の周産期委員会では、 3 センチ と い う こ と を提言 して 、 あれはまだその

ま ま残っ ている と 思います。 残っていますか。

○石渡委員長代理

残っ ています。

○隈本委員

そ う い う 意味では、 原因分析報告書の方向性は、 議論の余地な く 3 センチが よ ろ しい と

提言 している ので、 こ の再発防止委員会も 同 じ方向でいいのではなかい と 私は思っ ていま

す。

○池ノ 上委員長

なる ほ ど。 それでは、 それも次回ご議論頂き なが ら 、 こ の委員会で、 皆 さ んがやっぱ り

3 セ ンチのほ う がいいよ と い う こ と であれば、 そ う い う こ と を我々 は言い続ける と い う こ

と でもいいのではないかと 思います。

○事務局
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3 センチの件は今回のテーマ と議論が異な り ますので、 今後、 新たなテーマ と して検討

が必要だと考えてお り ます。

○勝村委員

1 つ質問 していいですか。 先ほ どの講習会の蘇生の話があ り ま したけれども 、 僕 らが経

験 している のは、 僕 ら は と んでも ない医療機関の情報ばか り しか入っ てこ ないのですけれ

ども 、 逆に言 う と そ こ をな く したい と思って活動 していますが、 監視装置をき ちん と つけ

ていない人たち と い う のは、 記録があって もその見方が本当 にわかっ ていない と い う こ と

が裁判の証人尋問で明 らかになっ た り する 。 だか ら 、 つけても見方がわからないか らつけ

ていないのではないか と い う 思いがあ り ます。 僕 ら は と んでもない事例を多 く 見てきてい

る のですけれ ども 、 過去にはそ う い う ケースが多 く あ り ます。 そ う い う 講習会 と かそ う い

う こ と と かは、 学会であ り ますか。

○福井委員

あ り ます。

○勝村委員

そっ ち も大事かな と 、 僕は今Y思いま したけれども 。

○池ノ 上委員長

それは定期的に、 ま たおそ ら く 来年度、 産科婦人科学会の研修、 努力テーマに挙げられ

る と 聞いています。 ですか ら 、 時代の流れと と も に 、 あ る程度ポイ ン ト が変わっ ていき ま

すので、 観察項 目 、 これまでわから なかっ た こ と がわかる よ う になっ た と か、 そ う い う こ

と を定期的にやってい く 。 でも 、 やは り ト レーニング と か教育と い う のは非常に重要なこ

と なので、 それは学会 と して も 引 き続きテーマに取 り 上げてい く と 聞いています。

○石渡委員長代理

よ ろ しいですか。 分娩機関においては、 3 つのポス ターを貼る よ う にいっ ています。 1

つは、 分娩監視装置の使い方 と その見方、 も う 一つは、 今 、 新生児の蘇生アルゴ リ ズム 、

も う 一つは、 産科出血に対する対応です。 こ の 3 つが重要なので、 ポス ターを分娩室に貼

る よ う に と 。 そ う する と 、 多分色々 な関係者の割こつき ますから 、 その都度刺激が入って

き ていいのではないか と い う こ と でやっ ている わけです。 それか ら 、 胎児心拍数の見方に

ついては、 来年度の産婦人科医会の中で、 実際の全ての医療機関で、 医療従事者に対 して

見 られる よ う な方向の も のを 、 今考えている と こ ろで、 これから実際 ど う い う ふ う にやる

か と い う のを決めていかなければいけないですけれども 、 一応テーマには入っ ています。
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○帳本委員

あ り が と う ございます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。 も う 時間がオーバー しま したので、 今 日 の委員会はこれでお

開き に したいと思いますが、 事務局のほ う で、 あ と何かあ り ますか。

○事務局

事務局です。 次回の開催については、 先 日 ご案内 させて頂き ま した通 り 、 4 月 5 日 火曜

日 の 1 6 時か ら 開催させて頂き ますので、 ど う ぞよ ろ し く お願い します。 それ以降の開催

日 程については、 大体半年分程度ま と めて 日 程を調整させて頂き た く思いますので、 また

改めて ご予定を伺いますので、 その と き は ど う ぞよ ろ し く お願い します。 以上です。

○池ノ 上委員長

先ほ ど申 しま したよ う に 、 次回はこ の 4 ) を引 き続き行 う と い う こ と で、 最初か ら非公

開 と い う こ と に させて頂き ます。 よ ろ し く お願い します。 今 日 は ど う も あ り が と う ござい

ま した。

- 了 一
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